


心 の 糧
第一副管長 ハ ロ ル ド Ｂ， リー

：圭 ： 少 年 は ，昨 日の子 供 で あ り， 明 日 の両 親 で あ る。 今 日 の青 少 年 が ど の よ うな目

も ので あ るか は ，主 と して子 供 の時 に学 ん だ こ とにか か って お り， 現 在 学 ぶ

こ，とが 未 来 の 行 な い にな るの で あ る… … …。

使徒 ・蜘 ロは ， 「愛 す る子 へ」 とテ モ テ に 呼 び か け た手 紙 の 中 で， 立 派 な名 前 と

気 高 いゆ ず りの価 値 が 大 きい こ とを強 調 して述 べ て い る。 「ま た， あ な たが いだ い

て い る偽 りの な い 信 仰 を思 い起 こ して い る。 この信 仰 は， まず あ な た の祖 母 ロイ ス

とあ なた の母 ユ ニ ケ と に宿 った もの で あ った が， 今 あ な た に も宿 って い る と， わ た

しは 確 信 して い る」 （皿テ モ テ １ ：５） … … …

若 い 時 に， 人 は 良 い 家庭 の影 響 を離 れ て軽 率 に な り， わが ま ま に な るか も しれ な

い 。 しか し， 幼 い 時 に良 い母 親 の教 訓 が 心 に しっ か り と植 えつ け られ て い る 人 な

ら， 嵐 の 中 で 船 が 錨 に も どれ る よ う に， 無 事 に教 え に立 ち か え る こ とが で き る。
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今月の表紙

あ らゆ る国民 ，国語の民は福音の

喜 びと祝福 にあずか るこ と が で き

る。今月 の表紙 は世界中の末 日聖徒

の若人１４名 の姿で ある。民族衣装を

つ けている彼 らは，１２才か ら２６才ま

で ７５０，０００人 の末 日聖徒 を代表 して

いる。 この写真 は昨年のＭ ＩＡ ６月

大 会におけるダ ンス ・フェスティバ

ルの際に撮影 された。今月号 の主題

は若人 である。
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（この記事は １月１８日逝去される前に書かれたものです）

若人 よ

故 デ ビ ド α マ ッケ イ大管長
》 ． 悔 ，

壁 ♂ ． ：〆 ・ ・

徒パ ウロは若 き宣教 師テモテにあてた手紙の 中使

で次 のよ うに書 いた。

「あなたは，年 が若 いために人 に軽 ん じられては な

らない。．む しろ，言葉 に も，会話 に も，愛 に も，意気

にも，信仰 にも，．純 潔に も，信者 の模範 に な り な’さ

い 。」 （欽定訳 １テモ テ ４：１２）

パ ウロと時の絶 頂の神権時代 における教会 の指導者

た ちは この時満 ちた る神権時代あ我 々と同様 に，当時

の若人 にも力 と勇気 と確 信があ ることを確か に知 つて

いた。

パ ウロは次の言 葉で手紙 を結 んでい る。

「テモテよ。 あなたにゆだね られてい ることを守 りな

さい 。」「（１テモテ ６：２０） 、

すべての人は信頼 されてお り，それ を大切 にすべ き

で ある。 「信頼 され るこ・とは愛 され る ζとに優 る贈物

で ある」 とうが った表現 を した人 がある。

日々，何か行 動す る際 には勇気 が必要で ある。道徳

的勇気を もって落 着 きのあ る行 動を しよ う で １まな い

か。歴史のペー ジには，ゆだね られ た ことを守 るた め

に，多 くの困難に直面 した人 々，、また死 に至 るまで も

誠実で あ った人 々の輝 か しい出来事 が載 って いる。

ポテパ ルの妻の策略 によ り誘惑 を受 けたエジプ トの

ヨセブ，バ ビロンの神を恐 れぬ支配者 を前 に したダニ

エル，ユダヤの参議会 の前 に立 ったペ テロ とヨハ ネ，

アグ リッパ 王の面 前で捕 われ たパ ウロ，投獄 された時

神を 冒漬 した看誓 を沈黙 させ たジ ョセ ブ ・ス ミス， そ

ゆだねちれた ることを守 れ

の他多数の人類の指導者たちは， 「ゆだね られたる」

宝を守るために必要な力を充分に発揮 レてきた６．

我 々にまかされている貴重な賜のほとん．どは，努力

なしに与えられ，時には我 々に価値がない．と思われて

いる、ものもある。生命 自体炉畢であ桜 強い易体と健

全な心もまた賜である。健康抵富でみる。たとえ話の

放蕩息子のようにおろかにもその富を浪費する人々も

ある。

健全な精神は健全な身体に宿る。身体の健康 と心の

平安こそ人に幸福をもたらすのである。．

純血種の神経過敏な馬をむち打 って跳び上が らせる

者を，愚かな騎手 と我 々は非難する。またこのように

良い馬を台無 しに してしまう者を我々は無知でだあな

騎手であると考える。 、ゴ

刺激物により若い神経を麻痺させ，健全な良心を，

ひそかな罪深い行為によっていためつける者にも，愚

かな騎手 と同じことが言えるのである。力 と才能は神

聖な賜として各人に与えられたのである。

若い入々は時折，流行を追い求め．ることに心を奪わ

れる。健康と徳を代価に してまで も執よう：に流行を追

い求める者は愚かである。

実際，仲間と共に流行を追い求めたいという誘惑に

負ける者は，望むものを失 うが，一方標準を守 って生

活する者は尊敬を勝ち得 る。

我 々の努力とは無関係にもたらされる賜の一つに，

良い名前がある。受けついだ良い名前を汚れなきもの

としておくのは，若人に課せ られた最 も大きな責任の

一つである。

若人に与えられてきた大切な勧告の一つはこれであ

る。あなたにゆだねられた良い名前を守 りなさい。す

べての若人が息子であることに伴 う責任を感 じていた

だきたいのである。
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我 々に託 されてい る第三の責 任は，教会 に関す る良

い評判を維持す ると とで ある。我 々の行動は明 らかに

全教会員 に影響を及 ぼす ので ある。 この世に存続 す る

わ が教会 は立派 な人 々を生 みだす教会 であ る。我 々は

教会 の恩恵を受 け，教会は我 々を助 けて くれた。今 や

教会を助 けるこ とこそ我 々あ務めで ある。それ に対 し

て教会 は，我 々が反対す る人 浸の中 たあって も，教会

の標準を しらか りと守 り続 けるに充分な勇気 を持つ こ

とを求 めてい る。

その標準は信仰箇条第１３条の中で見 事に要 約 されて

い る。

「われ らは，正直，’真実；．貞潔，慈善，「高徳 な るべ

き こと， およびすべて の人 に善を行 うべ きを信 ず。ま

ことにパ ウロの訓戒 に従 うとい うを得べ く，われ らは

す べて の ことを信 じ，すべての ことを望 む。す でに多

くの ことを堪 え忍 びたれ ば， あ らゆ るごとを堪 え忍び

得 ん ことを望む。 もし何 にて も，徳高 きこと，好ま し

き こと， よき聞 えある「ことジ あるいは褒 むべ きことあ

らば，われ らは これ らをたずね もとむ るものな り。」

神 よ りの もう「つの賜は，我 々自身が求め，正 しい

生活 をす る ことによ って のみ得 るものであ る。それは

キ リズ トの神 たる こ．とを信 じることか らもた らされ る

自信 と安心感で ある。

ヨブの話 の中には，主か ら望むすべての祝福 を授 け

られ たととが出て いる。 ヨブは美 しい家 庭 と立 派な息

子 と娘 たちを持 ち，広大 な耕地，家畜の群 と召使たち

を持 って いた。世 の富 は ヨブの手中 にあ り，多 くの友

を持 ち，良い評 判 を得 ていた。彼は人 々か ら尊敬 され，

神に愛 された。 しか し， これ らすべての ものは突然 に

ヨブか ら奪 われ て しま った。 シバび ととカルデヤび と

の略奪，死 と火 によ って，ヨブは その家畜の群 と しもべ

とを失 った。大風 が家 を撃 ち， ヨブの息子 と娘 は死ん

だ。 ヨブ 自身はいやな腫物 に悩 まされ，それがあま り

に もひ どいので彼 は人 をさけて退いた。 ヨブは陶器の

破片 を取 り， それで 自分 の身をか き，灰の 中にすわ っ

た。 ヨブは妻 のな ぐさめを さえ奪われた。’妻は 「神を

のろ って死 になさい」 とヨブに言 った。 （ヨブ ２：９）

８９

しか しなが ら， ヨブは盗人 も，火 も，暴風雨 も，ま

た死で さえ も彼 か ら奪 うことので きない ものをまだ一

つ持 って いた。 それ は生 ける神 に対す る彼の証 であ っ

た。 この苦悩 の最 中に，彼を な ぐさめよ うと した人 々

の前で ヨブは次 のように叫んだ。

「わ た しは知 る
，わた しを あがな う者 は生 きてお ら

れ る。末 の 日に彼．は必ず地 の上 に立たれ る。わた しの

皮 の うじが この体を滅 ぼ したのち，わた しは肉にあ っ

て神を見 るで あろう。 しか もわた しの この 目で見 るで

あろ う。 わた しの見 る者は これ以外の ものではない。

わた しの心 は これを望 んで こがれ る。」 （欽定 訳 ヨブ

１９：２５－２７）

このよ うな証 は人生 の最大 の賜で ある。 それは，怠

惰 でな く勤勉 ，不正で な く公正，放縦で な く 自 己 統

御，泥酔 でな く禁酒，放蕩で な く慈善，憎 悪 で な く

愛 ，疑 いや恐れで な く信仰 の生活をす る時 に 得 ら れ

る。す なわちイエスの次 の約束 に従 う時 に得 られ るの

であ る。 「神 のみ こころを行 おうと思 う者で あれば，

だれで も，わ た しの語 って いるこの教えが神か らの も

のか， それ とも，わ た し自身か ら出た ものか，わか る

であろ う。」 （ヨハネ ７：１７）

福音 の原則 を実践す るこ とが悩み多 き世 に平 和 と幸

福 を もた らし， イエス ・キ リ、ス トの福音が完全なまま

に地上 に回復 され た という確信は，．「高価な真．珠」 と

して大 切にす べき もので ある。‘（マ タイ１１３：４６参照）

、健康 の賜，良 い名前 の価値，教 会か ら与え られ る祝

福 と機会，神 の存在，御子 の神聖 な使命，キ リ．ス トの

福音 の回復 につ いて の証を得 る方 法，’手 段，・機 会 な

ど，教会 の若入 に与 え られて きた賜のい くつかについ

て私 は列挙 しただけで ある。

我 々の手 中にあるこれ らの賜 と責任を，パ ウロの訓

戒 を もっておきかえる ことがで きる。

「若人 よ。 あなたにゆだ ね られてい ることを守 りな

さい。」

あなたがたがそのようにす る力を神が与えた もうよ

う祈 ってやまない。
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自 らを励 ます こ と

トル ー マ ン Ｇ マ ドセ ン

１９７５年 ま で に， 大 学 生 の年 令 に達 す る末 日聖徒 の数 は お そ

ら く２５万 人 に な る で あ ろ う。 ま た彼 らに続 い て ， お そ ら く毎

年 ５万 人 以上 の １０代 の若 者 が 加 わ り， １０年 毎 に ２倍 に な って

い くで あ ろ う。

彼 らは ど こに い るの か。 彼 ら の大 多 数 は も はや ア メ リカの

ロ ッキ ー 山 中 に だ け い るの で は な く， 東 京 ， ロ ン ドン， ヨ ー

ロ ッパ，オ ース トラ リアな ど， あ らゆ る国 に もい る の で あ る 。

現在 これらの若者の中か ら宣教師が多 くの国々に向かって召

されているが，アメリカか らだけでなく，他の多 くの国民の

中からも送 り出されている。

＊ トルーマ ン Ｇ．マ ドセ ンは

ブ リガ ム ・ヤ ング大学のモルモ ン ・ス タデ ィ神学講座 の校長

であ り，現在学位取得 後一年間の研究 のため， ハーバー ド大学

にお もむいている。
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教会の若者の情緒を詳 しく調べて見ると，一般の若者と同様 ら急にソークワクチンを見出して治療を しようとするような

にごくあたりまえの人たちであることがわかる。すなわち，

若者は自分たちの役割を見出そうとする際には，気が変わり

やすく， じっとしていられず，不安定である。また しば しば

孤独睡おちいり，ささいな心配事を大げさに言 う。

しかし，教会の若者には普通の人たちと違 ったところもあ

葛。人種や性格の違いがあるにもかかわらず，教会の若人の

間には，敵意を抱いて見る者にさえわかる何かよい類似点が

見 られる。彼 らとじかに，または彼 らを最 もよく知っている

人々と交わってみれば，その原因が何であるかをかなり知 る》

ことができる。

若入には四つの著 しい傾向がある。すなわちゴω自己認識

の必要。（２）ほぼそっくりそのままに模倣するための模範の必

要。国有意義な目標および使命感の必要。（４｝家庭 愛 を享 受

し， これを創造する必要。宗教的な必要に対する数多 くの質

問はどうなったであろうか。宗教的必要はす ぐ目の前にある

のだが隠れている。なぜなら，詳 しく調べてみると，上に挙

げた四つの必要はみな一つの原因，すなわち何かを信 じ，だ

れかを崇拝する必要 といった，単なる望み以上の大きなやむ

にやまれぬ必要からきているのである。宗教的必要は，視野

の狭さ，『気お くれ，全 く混乱 した状態 という形であらわれる

かもじれないが，、いずれにして も確かにあらわれて くるので

ある。だから若人は自らを批判 しすぎることをやめ，自らを

励ますごとが可能なのである。

しかし， どのように ？

カウンセリングを して今までいろいろな方法がとられてき

たが，．うまくいかない ことが多かった。その原因の一つは，

放蕩息子の讐えばなしを再現 したような情にもろい放縦であ

る。もう＝つは，絶えず大人の偽善にか くされた，まことの’

愛のない厳 しすぎるしつけのせいである。 どちらも子供を孤

立させることで危険である。概 してこれらの子供たちは高校

へ行 く前に，王国の秩序に関しては，非常に低い事柄 しか教

えて くれないテレビという 「ウ リムとトミム」で１５，０００時聞

も費 してしまうのである。そして大都会であろうが町であろ

．うが，ちょっと外出し，ほんのわずかなお金を使えぱ，彼ら

は現代のゴモラに行ける。死の灰にみまわれたような最悪の

世界が彼 らと共にある。 ヒーバー Ｃ．キンボール長老が次

のように言われた。 「主 は聖徒らを清 めんがため，シオンに

来 たるあらゆる憎むべきもあを放置 したもう」。その憎むべき

ものが来るのに長 くはかか らなかった。

無傷を守 り続けている人 も多いが，そうでない人があまり

にも多い。 （たとえ一人であっても多すぎる。）過 去 １０年間

に，私たちは数多い改宗者を見てきたが，彼 らはほとんどあ

りとあらゆる主義や観念に触れて傷を受けなかったわけでは

ない。 これ ら若人の中には，鉄の肺に入っていた悪い状態か
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状態のものもある。改宗 した若人は，教会に生まれなが ら無

関心な若人たちが，知的にも社会的にも無益な目的に’まどわ

されている姿を見て，どうしてそのような状態があるのかと

非常に悩んでいる。そして しばしば彼 らの警告のことばには

だれも答えられないのである。 このように，驚 くほど若い時

に，未熟なが らも，キリス トのような状態を目ざす若人が生

まれ る。それは彼 らが他にとるべき道を知 らないか らではな

く，寅 際にあるいは人を通 して，二者択一のいずれの道をも

知っているか らなのである。

自 己 認 識

若人が直面 している最 もさし迫 った，時には気をめいらせ

る疑問は，「私は何者か」ということであると言われているポ

これは若人の束の間の夢 とまだ実現されていない生来なすべ

きこととの間にある，実に世代か らくるギ ャップである。

若入は一方を捨てて他方を とるようには必ず しも求められ ，

てはいないが，彼 らが 「己れのこと」を しっか りとなすこと ・・ 糊

こそ，キリス トが望まれることをなす ことであると気づき始

める。その時彼 らの中に光の重な り合った新 しい色あいを見

ることができる。そ してそれはただ行動することだ けで な

く，若人が実際にあるべき状態になることから起 こるのであ

． る。ある人はまだそのような状態になることをあまり望んで

はいない。彼 らはいぜんとして争いに巻き込まれることも多

く，キ リス トが示された条件に基いて得 られる偉大さを求あ

ることも，またキリス トが若人に全力をつくして報いてほし

いと望んでおられることにこたえる準備 もできていない。

模 倣

若人は，魅惑的な歌手や映画俳優 の咳ばらいに至るまでま

ねをし，崇拝のファンレターを書き，調子のいい話をして互

いに励まし合うものであると時には憂いの意味を込めて言わ

れている。

しか し，内面的に，若人は宗教講座の先生， コーチ，伝道

部長などに対 しても同様にまねをしているように見 うけられ

る。若人はほとんど知 らないうちに，驚 くほどの正確さをも

って，霊的な洞察力の鋭 さに従 うものである。それで大学に

あって尊敬のまととなって しまう人 もある。だか ら，若人が

主なるキリス トを釈き明かす教師すなわち模範を示す人に近

づくことはすばらしいことである。模範 によりキリス トのよ

うな状態を見，感 じとってもらえるのである。（マ ッケイ大管

長の言われる若人の 「聖典に対する無学」と呼ぶ状態が私た

ち自身の無学をあらわ していることは悲 しいことで あ る）。

・・啓示によると，生きた信仰は教え込まれるというよりはむ し

ろ羊飼いキリス トの御声を聞いて， 自然に芽ばえてくるもの



である。私たちは高慢 な気持から主の御声によらないで自分

たち自身で教え込 もうとする。模範を示す者 として私たちが

出会 う主 な困難は，時４充分卒直に振舞えないことである。

若人は模範を見さえすれば，救い主御自身の姿を知 ることが

できる。

要するに彼 らは目で見るものはすべて信 じるのである。そ

して時々私孝ちの中にある主のものに，彼 らは感謝をするに

至るのである。下その時汝 らはわれを見たることを，われ在

ることを，またわれは汝らの中にある真の光にして汝らが中

にあ多ことを覚らゆ。然らざれば汝ら充 ち満つるごと能わざ

らん。」（教義と聖約８８：５０） ’

使 命 ・

人 々 は， 若 人 力ｌｉら らゆ る良 い こ と に ど う して も反 対 しよ う

とす る と苦 情 を 言 う。 若 人 は な ん で も一 応 や って み な け れ ば

気 が す ま な い ので あ る。 私 た ちは どの よ うに して彼 らに神 聖

な事 柄 を ゆだ ね られ るで あ ろ うか。 私 た ちが こん な質 問 を す

る と，主 と若 人 とφ へ だ た り以上 に主 と私 た ち とのへ だ た り

が 明 らか に 大 き くな る。主 は近 代 の啓 示 で あ え て次 の よ うに

言 って お られ る。

若 人 は 「天 よ り権能 を与 え られ て」１， 全 世 界 に 出 で行 き世

と戦 うた めに 召 され て い る。

予 言 者 ジ ョセ ブ 「１ス ミス （お そ ら く永 遠 と い う問 題 が １４歳

の彼 の双 肩 に か か わて い た こ とを思 い 出 され る こ と で あ ろ

う） は， か つ て西 方 を望 み なが ら次 の よ うに述 べ た。 「私 は

出 で行 くす べ て め人 が王 とな り， 祭 司 とな る こと を夢 見 て １・・

る。 （しか し， これ らの人 々 は ま だ若 者 で あ っ た） 彼 は 山々

に達 す る時， 神 と共 に語 らん と欲 す るで あ ろ う。」彼 ら は そ

の よ うに な り， そ の よ うに した。

そ れ こそ が 使命 で あ る。

そ うで あれ ば， 神 が ア ロ ン神 権 者 に 「教 会 員 の中 に邪 曲 な

きよ う注 意 」 す る責 任 を与 えて お られ る こと は， 別 に おか し

な こと で は な い で あ ろ う。 （教 義 と聖 約 ２０：５４） さ らに述 べ

られ て い る。 「彼 らは教 会 員 の信 仰 を強 め， 道 を はず れ る者

が 悔 い改 め， 主 に た ち か え って 生 き る よ う説 得 す べ き もの と

す 。」．（予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え Ｐ。７７英 文 ）

ま さ に そ の通 りの こ とが 起 こ って い る。 第 一 に ， 若 人 が教

会 プ ログ ラム の中 心 に な って い る と い う こ とが ， 大 人 のあ や

ま ち を さ け， さ らに 自 ら次 代 の た あ に よ りよ い 備 え を す る こ

とに よ り， ます ます 成 長 す る と い う効 果 を あ げ て い るの で あ

る。 Ｍ ＩＡ の先 生 に尋 ね て み る とわ か るで あ ろ う。 第 二 に家

を 離 れ て い る若 人 の影 響 力 を あ げ る こ とが で き る。若 人 は ，

兵 役 に あ る も の も含 めて ，海 に 陸 に 伝 道 の 旅 を して い る。世

界 中 に い る これ らの若 人 は 長 老 に 聖任 され て い る。 将 校 が 目

を 見 張 って 「変 わ り種 」 と呼 ぶ これ らの誠 実 で い わ ゆ る遊 ば

ない兵士たちは，ある意味で従軍牧師を必要としない。真の

意味で彼 らはみな自分たちが従軍牧師だか らである。．

また，’第三に多 くの若人が福音を受け入れ実践するたら６に

何千年にもわたる伝統に反抗 してきた し，そのため家族と別

れを告げた者 もあった。例外 もあろうが， 「……わが若人…

…わが家のカ……」（教義と聖約１０１：５５）と近代の聖句は正

確に述べている。

家 庭 愛

最後 に若 人 は， 非 常 に幼 い時 か ら， ど の よ うな境 遇 に あ ろ

う と も， 愛 に憧 れて い る。 この点 に関 し て は い く らで も理 由

を挙 げ る こ とが で き る。 天 の家 庭 の よ うな特 別 に恵 まれ た境

遇 に あ ろ うが， （あ る研 究 者 が 若 人 の６５パ ー セ ン トが そ うで

あ る と言 っ そ い るよ うに） 支 え の な い家 庭 ， 全 くみ じめ な離

婚 家 庭 な ど に あ ろ う と も， 若 人 は この点 に深 い関 心 を抱 いて

い る。

家 庭 を人 が 内的 に永 遠 に求 め る もの， ま さ し く人 間 完 成 の

究 極 の場 で あ る とは っ き り認 めて い る世 界 で唯 一 の教 会 に，・

若 人 は属 して い るの で あ る 。しか し，そ の こ と は小 さ な女 の子

に 向か って ミロの ビー ナ ス の方 が 彼 女 のぼ ろ人 形 よ りも美 し

い と言 うよ うな た ぐい の ことで あ る。 あ る こ とを 忘 れ た り，

望 みを 抱 く こと に よ り， は じめて あ る種 の成 長 が 起 ．こ る もの ・

で あ る。 しか し， そ の よ うな 成 長 は ， ほ ぼ １３歳 か ら３０歳 の 間

に次 の よ う に感 じる こ とに よ り， ゆ っ くり とや って く る。 す

な わ ち， 力 強 い 愛 は 結 婚 な しで は得 られ な い ，幸 福 な 結婚 は

キ リス トと切 り離 して は考 え られ な い ， ま た 夫婦 の 愛 は子 供

た ちな しで 最 もす ば ら しい もの に は な り得 な い と感 じ るよ う

に な る ので あ る。

この よ う な愛 は 礼拝 ， す な わ ち す ば ら しい 慈愛 に満 ち た崇

拝 の気 持 へ と次 第 に 変 わ って い く。 な ぜ な ら， そ れ が キ リス

トの持 ちた も う愛 の 姿 だ か らで あ る。

これ らの若 入 は退 歩 の流 れ に反 対 して 進 ん で い る 。パ ー レー

Ｐ． プ ラ ッ トは そ の こ とを 次 の よ うに予 言 して い た。

「人類 を 進 歩 させ ，生 ま れ変 わ らせ るた め に， これ らの純

粋 な律 法 と慣 習 の 回復 が 始 ま った。 聖 く慎 しみ深 い生 活 ， 清 ，

い 道 徳 と生 活 態度 ，信 仰 ，希 望 ， 愛， 明 朗， 温 和 ， 誠 実 ， 知 的

成 長 ，真 理 と知識 と りわ け 神 の み た ま の働 きが ， 人 類 の姿

か た ち を よ り美 しく し，人 類 を強 め， 活 気 あ る もの と し， 性

質 を 明 か る く し，知 性 を 得 させ ， 悪意 を 少 な く し，ま た長 生 き

を して この世 で良 き 日々 を過 ごす備 え を させ て くれ る で あ ろ

う。」 （「神 学 へ の鍵 」 デ ゼ レ ト出 版社 ，１９６５年 Ｐ Ｐ．１６７－ ６８）

１ 教 義 と聖 約 ３８ ：３２， ３８参 照

２ ミロの ビー ナ ス・ヂ ギ リシ ヤ の彫 刻 ，お そ ら くＢ．Ｃ，１１０年

か ら８８年 の間 に作 られ た。
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未 来 あ る

Ａ 日の青年は，先人以上に偽善をいみ嫌 う。彼 らは自分’７
のありのままの過去，現在，さらに未来を語 ってくれ

る教師，指導者，大人たちを欲 している。人がもっとも良く

見えるのは，日曜日の朝だと言われているが，土曜 日の晩 と

日曜日の朝とではまるで人が変わったようになることを望ん

ではいない。人がいつも誠実でうらおもてのないことを望ん

でいる。

このように，純粋なものを特に強調するのは，恐 らく現代

の都市社会を反映 しているに違いない。小さな農村社会で一

生を送る時，人は誠実さをいつも保 っていられる。人々は共

に働き，愛する者を失った時には共に泣き，共 に失望 し，共

にかんばつと自然に立ち向かい，そ して互いに深 く知り合う

ようになる。 こうして，同 じ地域 に住む人々はめったに人を

欺 くことがない。

都市が大きくなり，人口が増加すると，同 じワー ド部の会

員 と共に働 く機会が少なくなる。互いに教会でしか会わな く

なると，しだいにうわべだけのつき合いになり，お世辞を言

い合っては 「偽 り」を言 うようになる。 これを敏感に感 じと

る青年は，真実なものに心からあこがれる。

同輩の中にあって，言論の自由を大いに尊重 して種々雑多

な意見にも耳を貸す今日の青年は，すべての人に固有の権利

を守るために進んで奮闘する。これは恐 らく，決定の段階で

は関与させずに政策や決定を押 しつける権威，厳格な規則，

制度に対 して青年が憤る一つの理由であろう。

今日の若人はかつてないほどに，社会正義に関心を抱いて

いる。彼 らは，戦争，暴動，災害で撃たれ，焼かれ，あるい

はかたわになった人々を思いや り，苦 しみを共に している。

スラム街に住み，精神 も能力も貧困の中に沈んでいる人と共

に泣 くのである。テレビが生活のあらゆる面を報道するおか

げで，前の世代の人〃がただ想像 していただけの世の不幸，

つまり戦争，災害，飢きんの恐 しさを，現代の青年は実際に

見ることができるのである。

「これほどすばらしい若い世代は他にないであろう」教会

の指導者たちは， しばしば声を大にして こう言 う。すば らし

い青年と立派な指導者は，回復 された福音の中においてこそ

共に働 くことができるのである。末 日聖徒イエス ・キリス ト

教会はいつもシオンを夢みてきた。人が真に誠実で，物の道

理をわきまえているシオン。全世界にあまねく正義，平和，

一致が行きわたり，富める人も貧しい人 もいないシオン。人

生の意味と達成，喜びにあふれたシオン。 しかし私たちは決

して現実の世界から遠ざかってきたのではない。私たちは待

ち望んでいるシオンを作るたあ，積極的に世の中を改革 しよ

うとしてきたのである。

現代の青年は，シオンという理想に焦点を絞 り，社会問題
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に取 り組む指導者を求めている。一方，意見を異にする人を

悪く言わない指導者をも求めているのである。青年は少数の

意見を聞きその中に自分 も加わりたいと思って い る。 同 時

に，宗教が単なる善行を勧める社会的真理になっていくのに

反発をおぼえている。

自分のすべてを捧げ，真に目ざあなければならないと痛感

している青年は，時事問題に取 り組むと同様に，イエス ・キ

リス トと深い交わ りを持つことを強調 している。現代の青年

は，永遠に変わらぬ徳を確かめ，強調 しなければならないこ

とを知っている。奉仕，正直，正義，信仰，悔い改めといっ

た原則は青年の生活において真の意味がある。また彼 らは，

自分と神との関係をよ くするだけでなく，人を助ける時にも

福音を生か したいと思っているのである。

ある監督は言 っている。 「青年はまず，権威を身にまとう

大人を疑ってみる。そのほとんどは監督 との面接のようなも

のに強く反発する。私が忍耐強 く深い関心を持って彼らの話

を聞き，めったに批判をせず，たとえしたとしても注意深 く

することをわからせるには，かなりの時間をかけてよく話 し

合わなければならない。」

あるすばらしい指導者は，深い洞察力をもって次のように

記 している。 「面接は少なくとも３人で行なわれる。そして

その一人１ま神である。面接を受ける人は神を信 じているので

私を信頼 してくれる。 もし彼が神を知 らなければ，私を信頼

することはないであろう。」この指導者は，青年にと って神

と個人的に交わることが非常に大切なことを知っていたと言

えよう。

青年は，指導者とは自分の誤 りを指摘 して くれる人である

ことを知っており，そういう指導者を望んでいる。 しか しこ

のような反対は，若人の意見を最後まで聞き，お互いの感情

を尊重する時にだけできることである。

青年は，指導者たちが彼らに愛と理解を持っていることを

知る必要がある。彼らの行 ないが粗野だとしても，理解があ

れば彼 らは神に対 して恥 しくない行動をとるようになる。人

々と共に歩まれたイエス ・キリス トが，悔い改めの余地 もな
、

い悪人をも差別なさらなかったことを心にとめよう。デビド

０．マッケイ大管長は，青年 と指導者の両方が持つべぎ特質

を最もよく述べていると思 う。 「神は人の心を通 してのみ，

御心を教えたもう」

＊ テンプステー キ部） ア リゾナ州）高等評議員であ る ケ ネ ス

Ｗ． ゴッ ドフ リーは，現在教 会の宗教 および神学講座 のア リゾ

ナ，ニ ュー メキ シコ州地 区主任 である。
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原 則

　 　　　　

伝 当の意味の 「今世紀の蜘 ・は，若人が姓 の真の

１ 意味蜘 るように，立派姓 瀧 送るようにと導燗
１いで す 。 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 はそ の最 前 線 に立 っ「

１ています。教会には，若い人たちが人生で最も大切な選択を　

１する際に助けとなる原則，人材，活動が豊富にそろっていま

：すδ最近ある新聞の社説にこう書かれていまし牟。

１ モルモン教徒は，宗教団体なら必ず関心をよせる「どうしだ

！ら若者をひきつけておけるか」 という質問に，すでに答えて

［い る よ う に見 うけ られ る。 … …彼 らは本 気 で信 仰 して い る。
ｌ

ｉお そ ら ぐそれ が ， 青 少 年 を 教 会 にひ きつ けて い る こ との第 一

１の秘 訣 で あ ろ う。

教 会 は 若 人 に何 を求 め る の か。 教 会 は若 人 に ど う役 立 って

い るの か 。

十二使徒評議員会補助， エ ラ オブ ユース編集長

マ リオ ン Ｄ． ハ ン ク ス長 老

　 昌

若者にふさわしい立派な生活とは

教会は若人に，良い生活 とは，完全をめざし最高の人格を

備えた人間をめざして努力，前進する生活であると教え，そ

れが可能だと教えます。それは，霊性，高い標準，修養され

た精神，健全な身体，困難に動 じない度量，他入やこれか ら

生まれ くる世代の人々に対する責任感などが調和 した生活で

す。

そのような生活を し，指導力を身につけ，美 しく気高いも

のに対する感受性を深め，賢明な交際と幸福な結婚，喜びに

満たされた家庭生活を実現する知恵を学び，良い心をもって

良い判 断 が できるようになるための力は， 教会にあるのでｒ

す。

危険は何か

教会は，父なる神や救い主キリス ト，さらに御二方が私た

ちのために示 して下さった自らを捨てた愛ににつかわしい，

人生の善きもの，豊かなもの，健全なものを若者が見出せる

ようにと望んでいます。

この複 雑 な世 界 に あ って ， 若 者 自身 に も， 生 活 環 境 に も危

険 は ひ そ ん で い ます 。 キ ー ツ１ は 「エ ンデ ミオ ン」 の序 文 で

こ う言 って い ま す。

「少 年 の想 像 は健 全 で あ る。 大 人 の 円 熟 した想 像 もま た健
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全である、しか し大人 と子供の間に，精神の動揺をきたし，

性質の定まらない……それゆえ何 とも吐気をもよおすほどの

……人生の間隙がある」。

この時代は，生み出すものを持たない誤った未熟な生き方

をする人々が，ま るで立派なことのように無秩序を広ある一

方，聡明な人々が，道徳 と行ないを高い水準にひきあげよう

とチャレンジを呼びかけている時代です。若人はこの二つを

見きわめ，一方を取 り一方を捨て去ろうとする時に，助けが

必要です。彼 らは賢明に選択 し，行動 して，立派な人格を築

きあげねばなりません。

教会はいかにしてこの重大なつとめをなしているか。その

答えは， 「原則」に始まる。

末日聖徒イエス ・キリス ト教会は若人に正 しい原 則 を教

え，その原則を日々にどう生かすかを学ぶ機会を提供 し，円

熟 した大人を助言者 として備えています。若い男女が信仰や

同胞意識や奉仕の心を培 うように，また愛 し愛されることに

より自分を大切にすることを学ぶ環境を整えるべ くつとめて

います。現代の三大害悪 とも言 うべき空虚，孤独，不安は，

まことの原則が私たちの血 となり肉となる時に，消滅 し去る

のです。

では，その原則をあげましょう。

神は生きておられること

すべての人は永遠の存在者であり，文字通り 「霊の父であ

る」２神の子供です。人間は父なる神の霊の子供 として，前世

に住み，愛され，自分で選択の自由を持ちながら生活 してい

ました。そして， 「天上の戦い」３の時に救い主の側に立 って

雄々しかったために，地上に来ることを許 されたのです。 こ

の人生には使命と意味があります。あなたが選びとりさえす

るならば，神の息子，娘たちと共に永遠に進歩 しつつ，神の

王国で創造の業につかえることができるのです。ム雌

択をこの世で，信仰，従順，忍耐，および愛を学び，愛を示一
神は生 きておられます。愛に満ちた聖なる永遠 の御 父 で

す。恵み深 く，私たちのことを心にかけられ，知恵を与え，

敵を許 し，私たちｂ選択権を守 られ，私たちが自分の選びに

応えることを願っておられます。正義を豊かな慈悲で包み，

救い主を送 られて，私たちの悔い改めと赦 しとを可能に して

下さったのです。

生命は永遠であり，意味深いものであること

生命は永遠であり，このいずれ死ななくてはならぬ人生に

も，目的と意味があります。人の個性は永続 します。私たち一
の霊 と心にたくわえたものは，死後 も永遠に私たちのもので

す。それゆえ，人生は物質を求めて奔走する競争の場ではな

く，学校なのです。私たちは求め，たずね，叩き，信仰を学

び， 従 順 を学 び， 「み た ま」 に よ って 歩 む ことを 学 ぶ た め に

この世 に い るの です 。 礼 拝 は神 と の交 わ りで あ り， 祈 りは 神一
と共にいるための方法です。

キリス トと人類

神 の 「わ ざ と栄 光 」 は， 「人 に不 死 不滅 と永遠 の生 命 とを

も た らす 」４こ とで す 。 救 い は， 二重 の鍵 が か か った扉 を通 っ

て 到 達 す る恵 み で す。 キ リス トは す で に 一 つ の鍵 を あ け て，

扉 の 所 に 立 ち ノ ック して お られ ま す。 も う一 つ の鍵 は私 た ち

の 心 に あ りま す。 私 た ちは キ リス トに対 して心 を開 き， そ の

鍵 を あ け ，備 え て あ る道 を進 ま な け れ ば な りませ ん。 私 た ち一
の栄 光 は キ リス トの い 乙” 。

什分の一と断食

私たちの持っているものは，すべて神が備えて下さったも

のです。私たちはそのお返 しとして，什分の一と捧げものを

神の倉におさめるのです。主は私たちに，自分自身を捧げる

ようにとも教えておられます。理解できるように，な し遂げ

られるように，また自制ができ，耐え忍べるよう１こと，私た

ちは信仰を求めて断食と祈 りを します。什分の一は霊的な原

則です。モルモ≧の若人は小さい時から全収入の什分の一を

おさめています。

奉 仕

神は私たちを愛 したまい，私たちが神や隣 り人を愛するよ

うにと命 じておられます。 しか し，口先だけの愛を求めては

９６
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緊

おられません。抽象的な愛は何 もならないのです。神はその

愛を示す方法を備えておられるに違いありません。神は私た

ちに，聖 く，己れを捨てて気高 く生きるようにと命 じられた

のです・一 一

懲 す。教会の若人は・奉仕の Ａを え’れ

伝道活動

讐

モルモンの若人は人々の兄弟でもあります。彼 らには，真

実な良いものを人々にわかち与えるという責任があります。

若人はその責任を果たすべく，二年間の全時間を費や し，世

界各地で伝道を行ないます。その費用は，自分でためたり家

族や友人たちの援助によるものです。
許 し

さまよう者が故郷を見出し，罪人が悔い改める時，天には

喜びがあり，主に従 う地に住む者のあいだにも責めや非難や

さばきではなく，喜びが満ちます。戻ってきたほうとう息子

を，排斥や非難や軽べつではなく，喜びが迎えるのです。

ヂー トと結婚

神や人や愛 と同様，結婚 も家族 も永遠です。デー トも交際

も，そのことを心にとあて行なわれなくてはなりません。永

遠の結婚は，愛 しあい，まわりの人々に多くの良いものを与

えてきた二人に，おのずと約束 される祝福なのです。それは

神の定めたもうた結婚の律法です。モルモンの若人は神殿に

おいて，「今も永世にも」結ばれます。

》

権 能

神を代表する権能は，神が定められた方法によって選び聖

任 したもう人々に，神御自身から与えられます６権能は自動

的に得 られるものではありません。主は 「あなたがたがわた

しを選んだのではない。わたしがあなたがたを選んで按手聖

任 したのである」５と言われました。ごく普通の人が神に召さ

れ，神より権能を授けられて，その代表者 として 働 くの で

す。

１２歳以上 の熱心なモルモンの男性は，神権の職を受けて，

年齢や経験にふさわ しい奉仕と指導を行ないます。

神はこれ らの原則をふ くむ多 くのことを，各神権時代に聖

なる予言者たちを通 して人に啓示 して来 られま した。

モルモンの若人にとって，宗教は彼 らの 「霊的な響影力を

ひきだす」力を持っています。彼 らは神のまことの子供たち

です。

９７

健全な体

良い生活には健康が欠かせません。モルモンの若人は幼い

時か ら，体を大切に し，強健にするよう教えられています。

体は永遠の存在にとって大切であり，決 して悪いものではな

いと信 じているからです。 「人間は霊 と体とよ り成 る」６ので

す。彼 らは知恵の言葉 として知 られる健康の法則 に従 い ま

す。１８３３年に主から予言者ジョセフ・ス ミスに与えられた啓

示の中で，主はアルコール，タバコ，その他の害になるもの

をとらないようにと勧め，そのことにより肉体的，精神的，

霊的な祝福を受けると約束されま した。

正直勤勉を教会は奨励 しています。人々は時々礼拝堂や庭，

さらに福祉農場や牧場，カン詰工場へ行って教会のために働

きます。 カン詰工場の製品は困窮家庭に送 られています。

教会は多方面にわたってスポーツ活動を進めています。キ

ャンプやダンスその他，健全なレクリェーションもさかんで

す。それを 「精神を高めるレクリェーション」 と呼んだ人が

あります。スポーツや文化活動は教会の標準にもとづき，立

派な指導者のもとで行なわれるのです。

若いモルモンは，必要な時には国家のために力を尽すよう

教えられています。２千年前の勇敢なアンモンの息子たちは，

現代のモルモンの若人の模範です。 「彼 らはみな……筋骨た

くま しく活発な勇士であったばかりでなく，いついかなる時

でも委ね られたことを忠実に行なった」（アルマ ５３：２０）

道 徳

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の若い人たちは，人生や人

々，体，結婚，家族などについて責任ある敬慶な態度を持つ

と共に，道徳に重きを置 きます。彼 らは清 く健全な生活を送

ｒ



る よ うに と教 え られ て いま す 。教 会 の 各 組織 に お い て あ らゆ

る年 代 の人 々 に純 潔 ， 貞 節 ， 忠 節 が 教 え られ て い るの で す 。

幼 い子 供 た ち も この信 仰 箇 条 を 覚 えて い ま す 。 「わ れ らは，

正 直 ，真 実， 貞 潔 ， 慈 善 ， 高 徳 な るべ き こと， お よび す べ て

の入 に 善 を行 うべ きを信 ず 。 … … も し何 にて も，徳 高 き こ と，

好 ま し き こ と， よ き聞 え あ る と と， あ る い は褒 む べ き こ と あ

らば ， お れ らは これ らを た ず ね も とむ る もの な り」。

勉 学

モルモンの若人 は，聖典から 「神の栄光は英智」であると

教えられています。また 「研究と信仰によりて学問を求むべ

し」，「およそ，われ らのこの世に於て達する英智の一切は，

何にてもよみがえりの時われ らと共によみがえるべ し。 され

ばもしある人ありて，精励従順 によりこの世に於て他の人 よ

りも一層勝れたる知識と英智とを得ば，未来の世に於てそれ

だけ利を得べ し」（教義 と聖約１３０：１８－１９）と言われていま

す。

若い人々が自分を訓練 し，教育 し，高あ，みが くために，

常に注意が払われています。教会は世界各国に単科大学，職

業学校，総合大学を建て，学生が授業の前や自分の時間を使

って出席できるセミナリー （宗教講座），．大学などに隣 接 し

たインスティチュー ト （神学講座）を設け，学生が専門の学

問 と並行 して霊的，道徳的な勉強を受け，調和 した人格を形

成するための助けとなっています。

健全な精神を持つ人は，思想や生活においても高い標準を

保 ちます。

喜 び

モルモンは， 「人類が現世にあるのは幸福を得んためであ ’

る」 と信 じ，まことの幸福は良心と自尊の心にかなう生 き方

をして こそもたらされると信 じます。その幸福は，破壊的な

行動や奇妙な服装，髪型，ふるまいか ら生 まれるのではあり

ません。幸福な生活を送 るには，家族や友人，隣人との関係

が健全な良いものでなければなりませんし，神に信頼を寄せ，

自分に対する自信，信頼が年月 と共に増 して行 くのでなくて

はなりません。教会の若人は，人種，身分，信仰がどうであ

れ，すべての人に友情と心からの関心を持つべきことを教え

られています。社会に対する奉仕が勧められ，市民としての

政治参加も望まれています。．

教会員にとって，家族のつなが りは特に大切です。宗教は

家族を中心 としています。週に一回家庭の夕べが家族単位に

開かれ，家族でいっしょに祈 り，教会に行 き，奉仕 し，休日

を楽 しみ，遊びます。共に努力しなが ら，理想を実現 して行

くのです。両親は子供の教育や職業に関心を持ちますが，物

質 を与えることよりも，幸福な家族関係を整零て彼 らに良い

経験を得させることに，より多くの関心を払います。

指 導 力

私たちは行なうことによって学びます。モルモ ンの若 人

は，いろいろなことを行なう機会に恵まれています。教会に

は専門の牧師がいないので，その仕事は普通の教会員が行な

います。教会の若人は人々の前に立って話 し，指導者たちの

助言を受け，活動を計画，運営 し，教え，歌い，儀式をとり

行ないます。音楽，演劇，弁論などの活動に参加します。集

会を司会 し，組織の役員にもなります。 このような経験 と訓

練を経て，教会員は有能な指導者になります。 こうして，教

会はごく普通の人々によりあらゆる分野でレベルの高い働き

をなしているの です。

モルモンの若人は正 しい原則を教えられているので，学業

伝道，職業などで家を離れて生活 しても，自分を治め，主 と

教会に近 く生活することができます。

教会の若人のための活動はこのような原則にのっとって計

画されています。

若人を教会に向けさせるたあに行なわれている活動のすべ

ては，・ｆエス ・キ リス トの福音の原則により，力と意味を与
琳

え られ て いま す 。

１． キ ー ツ ， ジ ョ ンー 英 国 の詩 人

２． ヘ ブル １２：９参 照

３， レ ビ １２：７参 照

４． モー セ １ ：３９

５． ヨハ ネ １５：１６

６、 教 義 と聖 約 ８８：１５
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＊まず神 の国 と神 の義 とを求め なさい。

そ うす れば， これ らのものは，すべて

添 えて 与え られるで あろ う。

一 マタイ ６ ：３３一

第 一 にす べ き こ と

、

リー ド Ｈ． ブ ラ ッ ドフ ォー ド

代の私たちの社会は複雑で，多 くを求めています。そ現

誓１ れは非常に分業化された社会で，私たちはそこでさま

ざまなグループに加わった り，活動に参加することができま

す。 しか しそういった複雑さが私たちの生活を豊かにしてく

れるとも言えるで しよう。いなかよりも都会を好んで生活す

る人々がいるのもそのためです。このように都会を好んで生

活する人々は，多 くの組織の中で広範囲な経験を得，成長で

きると考えているのです。

しか しこのような社会は人々に非常に大きなチャレンジを

も与えています。社会の分業化がすすむということは，一人

の人がすべてのグループ，活動に参加することができなくな

ることを意味するのです。そこでとのような問題が起きてき

ます。どの目標に重点をおくべきなのか，最も大切な組織は

何だろうか。私たちの時間，労力，能力に鳳限界があること

を知る齢 ６にも， このように自問することは適切だといえる

でしょう。

ここにもう一つ，チャレンジがあげられます。私たちがた

とえ社会のあらゆるグループに加わることができ る と して

も，必ずそうすべきだということではないのです。組織や活

動によっては，私たちが目標に向かって努力するうえでなん

の役にも立たないものがあります。そのため，何が最 も大切

かというように優先順位を決める必要がでてくるのです。

導き手となるもの

導き手となるものがあると，私たちは優先すべきものを決

めやすくなります。次に述べることを考えてみて一ドさい。

イエスはこの世での使命を終え，はりつけにされました。天

父に祈 りを捧げ，ご自分のなさったすべてのことを要約 して

イエスは言われたのです。

「真理によって彼 らを聖別して下さい。……また彼 らが真

理によって聖別されるように，彼 らのためわたし自身を聖別

いた します。……わた しは，あなたからいただいた栄光を彼

らにも与えま した。それは，わたしたちが一つであるように，

彼 らも一つになるためであります。わたしが彼 らにおり，あ

なたがわた しにいますのは，彼 らが完全に一つとなるためで

量９９

あ り， ま た， あ な たが わ た しを つ か わ し， わ た しを愛 され た

よ うに， 彼 らを お愛 しに な っ た ことを ， 世 が 知 るた め で あ り

ます 。 父 よ， あ な たが わ た しに賜 っ た人 々 が ， わ た しの い る

所 に一 緒 に い るよ うに して 下 さ い。 … …」 （ヨハ ネ１７：１７，

１９， ２２～２４）

私 に は， 救 い主 が この よ うに言 われ て い た と思 え る の で

す。 「も し も彼 らが私 た ち の よ うに な る ことが で き る な ら，

彼 ら も私 た ち と同 じ喜 び を味 う こ とが で き， 私 た ち と同 じ義

な る力 を持 つ に違 い あ りま せ ん。 そ して 私 た ち と同 じよ うな

や さ しい 心 づ か い で お互 い に接 し， 賜 ， 才 能 を分 ち合 い この

世 で の経 験 を 豊 か な もの に す るで しよ う。 こ う して， 彼 らは

一 体 とな る こ とに よ り一人 の 時 以上 に 多 くの こ とを達 成 で き

る よ う に な る ので す 。 そ して つ い には私 た ち の前 で生 活 す る

にふ さわ しい 人 々 と な るの で す 。」

は た して これ 以 上 の，私 た ちを 奮 い 立 た せ て くれ るよ うな

目標 が あ るで し ょ うか 。 天 父 と御 子 と共 に住 め る永 遠 の生 命

を得 る た δ６に，私 た ちは 二 つ の 大切 な こ とを しな くて は な り

ませ ん 。 そ の一 つ は 自分 自身 と主 に 対 して， 福 音 の律 法 と原

則 に従 って 目標 を め ざす とい う約束 を す る こ とで す。 も う一

つ は，この よ うな約 束 を した あ とに，た え ず神 の御 言 葉 を学 ぶ

こ と です 。 最 近 ， 著 者 が 数 百人 の教 会員 を 対 象 に， ど れ だ け

の人 が 標 準 聖 典 と呼 ば れ る新 旧 約聖 書 ，教 義 と聖 約， モ ル モ

ン経 ，高 価 な る真 珠 を通 読 したか を調 査 しま した。 そ の結 果 ，

旧約 聖 書 を 通 読 した と い う人 は わ ず か １３％ で ，最 も多 くの入

々 （４９％ ） が 読 ん で い る聖 典 は モル モ ン経 で あ る こ とな ど が

わか りま した 。 主 の み教 えを 「心 か ら」 学 ぶ とい う約束 は，

主 の次 の言 葉 が 成 就 す る こ とで す 。

「神 は忠 信 な る者 た ち に， 規 則 に規 則 を 加 え ，誠 命 に い ま し

あ を 加 え ん。 …．…」 （教 義 と聖 約 ９８：１２） 主 か ら光 と知 識 を

受 け る と， 私 た ち の心 は安 らぎ， そ こ に喜 び が生 ま れ ます 。

応． 用

優先順位についてよく理解できたなら，次にそれを日常生

活で実行に移すことです。たとえば学生 は，学校の試験で不



正 行 為 を して も見 つ か らな けれ ばそ のま ま良 い 点 を と る こ と

が で き る で しよ う。 けれ ど も こ の学 生 に と って は ，不 正行 為

を して 高 い点 を と る こ と よ りも， 正 直 で主 に 信頼 され て い る

こ との 方 が は るか に大 切 な ので す 。

今 日簡 単 に手 に入 るい ろい ろな幻 覚 剤 を い たず らに使 う若

者 もい るで しよ う。 しか しこの若 者 は， 自分 の身 体 を聖 霊 の

宿 る宮 と考 え そ の よ うに扱 う と きに， 薬 に よ る幻 覚 状 態 か ら

は 決 して 得 られ な い永 続 性 の あ る満 足 感 を得 る こ とが で き る

の で す。

正 しい方 法 で得 ， 正 しい方 法 で使 うと き， お金 は多 くの 正

当 な 目的 を達 成 す る た め の大 切 な手 段 と な りま す 。 しか し，

すべ て お金 が 目当 と な る と それ はパ ウ ロ の言 うよ うに ， あ ら

ゆ る大 き な罪 悪 の 「根 」 と な る ので す 。 （１テモ テ ６ ：１０参

照 ） 「金 銭 を 愛 す る こ と」 に よ って ，’人は他 人 を 虐 待 し た

り， 高 い価 値 あ る 目標 に到 達 で きな か った りす るの で す。 次

に あげ る物 語 か らもそ の こ とが わ か るで しよ う。

パ ホ ム と悪 魔 １

トル ス トイ の 「人 は どれ だ け土 地 が 必 要 か 」 と い う物 語 の

中 で ，彼 は土 地 さえ多 く持 って いれ ば 「悪 魔 な ど少 しも こわ

くな い」 と言 う一 人 の男 の こと につ いて 書 い て い ま す 。 そ の

男 の言 葉 に悪 魔 は こ う思 っ た ので した。 「よ し， わ か った 。

それ じゃ こ こ らで 一 戦 交 えて み よ う。 ま ず お ま え にた く さん

土 地 をや ろ う。 だ が そ の土 地 を 使 って 必 ず お ま え を 従 わ せ て

みせ る 。」

あ る 日 の こ と， 名 前 を パ ホ ム とい うそ の 男 に ，念 願 の非 常

に多 くの土 地 が 手 に入 る とい う夢 の よ うな話 が もち あが りま

した。 地 主 は 彼 に， 土地 を 一 日千 ル ー ブ ル で売 ろ うと言 い ま

した が パ ホ ム には な ん の こ とか わ か りませ ん で した。

「一 日で す って ？い った い ど ん な計 算 の しか たを して い る

ん で す か。 そ の 土地 は何 ヘ クタ ール あ る ん です か 。」

「計 算 の しか た な ど
， わ た した ち に はわ か りま せ ん 。コ と

そ の地 主 は言 い ま した。 「わ た した ち は 日決 めで 売 って い る

の で す。 一 日 の うち， あ な たが 歩 い た と こ ろ は全部 あ な た の

もの に な ります 。 そ して そ の値 段 が 一 日 につ き千 ル ーブ ル だ

とい うん です よ 。」

パ ホ ム は驚 いて 言 い ま したｄ

「しか し
， 一 日だ った らず い 分遠 くま で行 け るで しよ うに

’●’ ” 曾
ｏ」

地主 は笑 い な が ら言 い ま した。

１００



「そうです。それが全部あなたのものになるのです。」「し

かしひとつ条件があります。もしその日のうちにまた出発 し

た：地点にもどって こなければ，あなたは千ルーブルをだめに

することになるのです。」

パホムは喜んで，翌朝早 く出発す ることに決めました。

「きっとたくさん土：地が手に入 るぞ。」こうパホムは思いま

した。「一 日がかりなら５６キロは楽なもんだ。」彼は明け方ち

ょっとうとうとしただけで一晩中目を覚 していました。

その日，彼は約束の場所で地主と会い千ルーブルを払 うと

出発 しました。はじめか ら非常な勢いで歩き出しましたが，

数時間もたつと疲れてきました。その日はとても暑い日でし

た。けれども彼はおちおち休息などとってはい られないと思

いました。 自分に 「一時間我まんすれば，一生食 べ て い け

る」と言いきかせていたのです。一直線に同じ方向へ長い間歩

いたすえ，彼は時間まで戻れるように向きを変えて左にまが

ろうとしま した。 しかしその時，彼は目の前に非常によく肥

えた土地を見たのです。 「このまま残 していくのはおしい」

そう思うと彼はこの肥沃な土地が全部 自分のものになるまで

同 じ方向にどんどん歩 き続けました。 と，その時太陽が非常

に早 く沈んでいくのに気づきました。 「あ あ……ど う しよ

う。少 しよ くばりすぎてしまったようだ……」出発地点に向

か うと彼はまっしぐらに走 り出しました。息づかいは荒 く，

胸の鼓動は非常に早 くな り足はもつれていました。ひどい疲

労のため彼は一瞬死ぬのではないかという恐怖にかられまし

た。 しか しありったけの力をふりしぼり，彼は日没前にやっ

と地主や他の人々が待・っている出発地点に帰るこ．とができた

のです。その場に着いた時，足の力がぬけ彼はそのまま前に

倒れて しまいました。

「おお，なかなか立派なかただ／」：地主は叫びま した。

「このかたはたくさんの土地を手に入れましたぞ／」

パホムの召使いが走ってきて，彼をおこそうとした時，召

使いはパホムの口か ら血が流れているのに気づきま した。パ

ホムは死んだのでした。

召使いは， くわをもってきてパホムの身体を横たえるだけ

の穴を堀 り，そこに彼を葬 りました。パホムは頭の卑か らつ

ま先までの土地 しか必要 としなかったのです。

● ・ ｏ ● ・

主は言われた。

………野の獣空の鳥および地より生え出ず るところ の も の

は，人が食い且つ着んがために，またこれを豊かに持つよ．う

１０１

に神 の定 む る と ころ なれ ば な り。 （教 義 と聖 約 ４９：１９）

た とえ ば， 家 も必 要 な もの を十 分 に供 給 して い る な ら一 つ

の 財産 とい え るで しよ う。 しか し次 の物 語 の中 で 母 親 が 知 っ

た よ う に，家 の物 質 的 な財 産 よ りも子供 の 幸福 を願 い，彼 らの

必 要 と して い る もの を知 る こ との方 が は るか に大 切 な ので す

歌 声 の ひ び く家２

私 は ブ レ ッ ドの くび にナ プ キ ンを か け て や ってか ら， テ ー

ブル に オ レ ン ジ ジ ュ ース ，オ ー トミール ，そ れ に ミル クを入 れ

た大 き な コ ップを な らべ ま した 。 私 は ，子 供 た ち を そ の 時代

に合 っ た方 法 で 育 て る母 親 は 賢 明 で あ る と考 え て い ま した。

フ レ ッ ドは行 儀 よ く食 事 を 終 え る と，椅 子 か ら立 ちあ が っ

て言 い ま した。

「お か あ さん
， も うジ ミー の家 へ 遊 び に行 って もい い ？」

「で も ブ レ ッ ド」 私 は い さ め る調 子 で言 い ま した。 「あな

た は きの う も， お と とい もジ ミー の家 で遊 んだ で し ょう。 き

ょう は ジ ミーを 家 へ よん だ ら ど うな の ？」

「ジ ミー は来 た が らな い ん だ よ」 六 つ に もな る と い う の

に， ブ レ ッ ドは 今 に も泣 きそ うな様 子 で言 い ま し た。 「ね

え， おね が いだ か ら， お か あ さん 」

「ど う して 自分 の 家 よ り， ジ ミー の家 の方 が い い の， ブ レ

ッ ド」 私 は聞 き ただ しま した 。 しか しそ の 時私 は急 に， フ レ

ッ ドだ けで な く， 他 の友 だ ち もみ な い つ もジ ミー の家 へ 行 き

たが って い る こと に気 づ きま した 。

「だ って さ
， え 一 と， ジ ミーの 家 は歌 声 の ひ び く家 な ん だ

もの」 と フ レ ッ ドは た め らい が ち に言 い ま した 。

「歌 声 の ひ び く家 で す って ？」 私 は 問 い た だ しま した。

「い っ た い それ は ど うい う意 味 な の ？」

「それ は， え 一 と … …」 フ レ ッ ドは説 明 す るの が む ず か し

そ ケな様 子 で した。 「ジ ミー の おか あ さん は縫 い 物 を しな が

らノ》ミング した り， お手 伝 い さん の ア ニ ー は ク ッキ ーを 作 り

な が ら歌 う し， ジ ミー の お と うさ ん は いつ も 口笛 を ふ き なが

ら会社 か ら帰 っ て くる ん だ」 少 し間 を お いて か ら ブ レ ッ ドは

続 け て言 い ま した。 「それ に ジ ミー の家 の カ ー テ ン は き ちん

と巻 い て あ る し，窓 の と ころ に は きれ い な花 が 飾 って あ るん

だ 。 み ん な ジ ミー の 家が 好 き な ん だ よ， おか あ さん 」

「さあ
， 行 って もい い わ」 私 はす ぐに そ う言 いま した 。 一

人 で考 え て み た か った の で す 。

私 は 自分 の 家 を じっ く りな が め て み ま した。 みん なが なん

て きれ い な 家 だ ろ う と言 っ て ほ め て くれ ま した。 そ こ に は東

洋 風 の じゅ うた ん が し きつ め て あ るの で す。 そ の じ ゅ うたん



ケ

は分 割 払 い で 手 に 入 れ た もの で す。 です か ら うちで は， ジ ミ

ーの 家 の よ う にお手 伝 い さん に来 て も ら う余 裕 な ど な い ので

す。 部 屋 中 い っぱ い の家 具 も， 車 も全 部 分 割 払 い なの で す 。

で す か ら ブ レ ッ ドの お父 さ ん は仕 事 か ら帰 って来 る時 も口 笛

な どふ い て い られ な い の で し ょ う。

無 駄 を省 く

朝 の十 時， しか も土 曜 日だ とい う の に，私 は 帽子 を かぶ る

とジ ミー の家 へ 出 か けて 行 きま した 。 十 時 な ら， お じゃ ま し

て もバ ー トン夫 人 はそ れ ほ ど迷 惑 で は な い だ ろ う と思 っ た の

で す 。 彼 女 は 一 度 も忙 が しそ うな様 子 を見 せ た こ とが あ りま

せ ん で した。 バ ー トン夫人 は頭 に タ オル を巻 い た ま ま 出て き

ま した。

「ま あ
， い らっ しゃ い。 ち ょ うど居 間 のか たづ けが 終 った

と こ ろな ん で す の。 い い え， ち っ と も迷 惑 なん か じゃあ りま

せ ん わ。 今 この頭 ち ょっ と直 して き ます か ら， お 待 ち 下 さ

い」

私 は待 っ て い る間 に， あ た りを 見 渡 しま した 。 じゅ うた ん

は ほ とん どす り切 れ て い ま した 。 ス イ ス モス リンの カー テ ン

は上 に ま く りあ げ て しば って あ ります 。 古 い傷 のつ いた 家 具

には ク レ トン さ ら さで お お いが して あ り， 新 品 の よ うに見 え

ま した。 き れ い な テ ー ブ ルか けを か け た テ ー ブル の上 には ，

最 近 の雑 誌 が何 冊か の っ て い ま した。 窓 辺 には む ら さ きつ ゆ

く さが 生 け て あ る， つ た のか らま った 花 か ごが ゆ れ て い て ，

ひ な た に さ げて あ る鳥 か ごか らは 小 鳥 の さえ ず りが 聞 え て き

ま した。 実 に家 庭 的 な ので す 。

台 所 の戸 が あ いて いて ， 清 潔 な床 の上 で赤 ち ゃ ん の ジ ェ リ

ーが ア ニ ー の ア ップ ル パ イ を 作
って い る様 子 を じっ となが め

て い る のが 見 え ま した 。 アニ ーは歌 っ て い ま した。 … …

バ ー トン夫 人 は ， に こ に こ しな が らや っ て きて たず ね ま し

た 。 「さて ， ご用 は な ん で し ょ うか。 あ な た の よ うな忙 しい

方 が い ら っ しゃ るな ん て， き っ と何 か ご用 が お あ りなん で し

ょう。」

「え え」 私 は き
っ ぱ りと言 い ま した。 「歌 声 の ひ び く家 っ

て ど うい うの か見 せ て い た だ き たい と思 いま して … … 。」

＊ １． レオ ・トルス トイ （１８２８～１９１０）
ロ シアの作家，倫理学者，社会改革者

＊ ２． 「歌声 のひび く家」 メイ ・モーガ ン ・ポッター

標 準 が な け れ ば

舟

我 々が 目を向けるべき騨 で躯 な抽 は・衡 尊敬
，貞潔など清い生活，立派な人生 に関するもので

ある。 これ らの主題に標準，道徳 律法，戒あをもつけ加

える必要がある。誰でも標準，道徳，律法，戒めを軽視 しが

ちであるが，これらは幸福な人生にとって欠くことができ

ない。標準や道徳や律法なくして，幸福になった人はいな

い し，人々の個人的な不幸 と堕落，道徳の低下，頽廃 した

文明などは，誰かが望む以上に多 くの証拠を与 え て くれ

る。この点について言いかえると，標準がなければ，生 き

方がわからず，判断，選択，酌量ができない。標準，律法

原則がなければ，受け入れるべきものと受け入れられぬも

のとがわか らない。そこで我々は何者であり，どこにいて，

何をなすべきか，また人生 に何を期待されているかを知 ら

ずに，己れの不確かな考えにいつも迷 ってしまう。推 しは

かるべき標準を与えずに，子孫が幸福になり， しっか りし

た着実な，目的のある生活をするようにとどうして望み得

ようか。人生の標準や原則，限界や指針を一たび破るか取

リチ ャ ー ド ：Ｌ． エ バ ン ズ

り除 くと，すなわち一たび，星， コンパス，定点を失うと，

我々はどこにいるのか，どこへ行 こうとしているかを知る

すべもな く，道に迷ってしまう。 もし我々が誤った導き，

指導不足により，若い世代を道徳的に迷わせてしまうなら，

我々は彼 らのための善と幸福，平安と目的の基を奪 ってし

まうこ≧になろう。そして，それは誰か溶背負う重荷 とな

る。

もし現世においてもまた来世においても，幸福でありた

いなら，我々は自ら高潔，徳行，真実，正直，貞潔に関す

る律法，戒め，教え，標準に従 って生活 し， これ ら無限に ゼ

して永遠の真理を若い人々に教え示さなければならない。

星，コンパス，標準，定点，人生の指針がなければ，我４

はいずこにいることであろうか。我々は最後に次のような

簡単で確固たる結論を下さざるをえない。

「……罪悪は決 して幸福を生 じたことはない
」

１． ア ル マ ４１ ：１０

「ス ポ ー ク ン ・ワ ー ド」 １９６９年 ８月 ！７日

１０２
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ラ ン ソ ワ と ジ ャ ンは ，陽 の 当 る台 所 で， 急 い で朝 食 をフ

食 べ ま した 。 日課 の雑 用 を す ませ た ら， い っ し ょに町

べ つ れ て い って くれ る とパ パ が い った か らで した。

「お ま えは
， コ ン トレル に餌 を や れ るね」 １０歳 に な る フ ラ

ン ソ ワ は， ８歳 の 弟 ジ ャ ン にい い ま した 。 「ぼ くは に わ と り

や ガ チ ョウ の世 話 を して か ら マ マの か わ り に水 を くん で く る

よ 。」・

そ の時 パ パ が ジ ャ ックお じさん とい っ し ょに， 台所 の ドア

を あμ て は い って
．き ま した・ 「ジ ヤ ・ク却 じさ〃 が・ 私 と！’

っ し ょに町 へ 行 くこ と に な っ た。 お じさん は お ま え た ちに羊

の番 を しτ ほ しい そ うだ。 こ の あい だ の 嵐 か らず ？ と，牧 場 ‘

の低 い と ころが ま た沼 地 み たい に な って しま って い る。 ジヤ

ッ クお じさ ん は去 年 の よ うに沼 地 で 羊 を な く した くな い と思

っ て い るか らた のむ よ 。」

フ ラ．ン．ソ ワ．は とて もが っ か り しま したが ， ジ ャ ン の方 は た

の しそ．うで した。 「そ ん な顔 を して は い け な い よ， フ ラ ン ソ

ワ。」．とジ ャン は明 る く言 い ま した 。「お祭 りの 日 にす る竹 馬

レ ース の練 習 が で きそ うだ よ 。」

フ ラ ン ソ ワは が っか り した気 持 を 見 せ ま い と した の で した

が ， そ れ で も ジ ャ ンの よ うに （ひん気 そ うに して み せ る こ とは

で きま せ ん で した 。 ジ ャ ンは ， マ マ 以上 で した。 マ マ は， が

っか り して も，．き っ とそ の う ちに 何 か 良 い こ とが あ りま す よ

と言 って い ま した。 で も フ ラ ン ソ ワに は ， ど う して そ ん な こ

．とが あ る の か よ くわ か りませ んで した 。
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仕 事 が 終 って か ら二人 は竹 馬 を持 ち 出 しま した。 それ は板

で で きて い て ， １メ ー トル６５セ ンチ もあ っ て， 床 か らだ い た

い １メ ー トル の と ころ に足 場 が つ い て い ま す。 皮 の び もが 足

場 の と ころ につ いて いて ， そ れ で 足 の ふ く らは ぎ の ま わ りを

しば っ て とめ る よ うに な って い る ので す。

フ ラ ンス の ラー ド地 方 の男 の人 や羊 飼 い は み ん な ，一 度 は

この よ うな竹 馬 を は い た ことが あ ります 。 む か しは ， ラ ー ド ．

地 方 全 部 が じめ じめ して 湿 っ た沼 の よ うな土 地 だ っ ため で す

が ， 農 夫 た ちは あ れ る海 や砂 丘 を うめ たて よ うと数 百 本 の松

の 木 を うえ ， 沼 地 を か わ い た良 い土 地 にか え よ うと した ので

した。 今 で は， ラ ー ド地 方 は よ く こえ た土 地 です が ， で もま

だ ， 大 雨 が ふ っ た りす る とび くい と ころ に あ る牧 草 地 が 水 び

た しに な る おそ れ が あ り，泥 沼 の 中 た動 物 が ま よ い こんで し

ま う危 険 が あ る ので す 。

「ぼ く
， お兄 ち ゃ ん と牧 場 まで 競 争 しよ う っ と」， ジ ャン ．

は元 気 よ くそ うい うと， ま るで こ うの と．りか な に か の よ うな

か っ こ うで， 竹 馬 を の り出 しま した。．

． ．
ヨ

’ 舛



しば ら くの 間， 二 入 は羊 の群 を見 は って い ま した。 そ れ か

ら ジ ャ ンが大 声 で い い ま した。 「レー ス の練 習 を しよ うよ ，

お兄 ち ゃ ん， 牧 場 の北 の高 台 に あ る松 林 ま で 競 争 だ 。」

フ ラン ソ ワ は羊 た ちを 見 わ た しま した。 羊 の 群 は とて も静

か で お とな しそ うで した 。 ま るで ２， ３日前 の嵐 の あ との静

け さを よ ろ こん で い るか の よ うで した。

「い い よ
， や ろ う， ジ ャ ン２０歩 先 に 出て も い い よ」

「よ 一 し」 と ジ ャ ンは うれ しそ うに叫 んで ， 大 また で 元 気 よ

く進 み 出 ま した。

松 林 ま で は そ うと うの距離 が あ るの で す が ， フ ラ ン ソ ワは

弟 に追 い つ くこ とが む ず か しい とわ か りま した。 この牧 場 は

水 は けが よ い方 な の に，雨 が そ う と うひ どか っ た の で土 地 は

糞 だ ま った くの ぬ か るみ で した。

ジ ャ ンは息 切 れが して き ま した 。 そ の時 急 に とび あ が って

叫 ん だ の で す。 「フ ラン ソ ワ羊 を みて ／」

フ ラ ン ソ ワは ， 何 を 見 て い るの か信 じられ な い ほ ど で し

た。 群 の中 の リーダ ーの羊 が， 沼地 の よ うな低 い牧 場 に向 か

って い くで は あ りま せ ん か。 そ して残 りの羊 た ち は リー ダ ー

に つ づ い て くだ って い くので す 。 い そが な けれ ば ， 羊 た ちは

り一ダ ー に続 い て泥 沼 の 中 に入 って しま うで し ょう ／

二 人 が 走 って もど っ た時 に は， ５， ６匹 羊 が り一タ㌧ に続

いて 泥 沼 の中 に入 って しま って い ま した 。 羊 た ちが もが い た

り鳴 き声 を あげ た りす れ ば す るほ ど， 泥 め 中 に深 くは ま って

い くので した。

「は や く
．／ジ ャ ン， む こ うの 群 を さえ ぎ る ん だ」。弟 が 言 っ

た とお りにす るか ど うか 見 と どけ な い うち に， フ ラ ン ソ ワ は

大 ま た で 反対 が わ へ ま わ り， 手 を た た い て， 大 声 でか け声 を

か け ま した 。 す る とだ い た い５０匹 の羊 が お ど ろ いて ， リー ダ

ー の羊 か ら離 れ， 安 全 な土 地 の方 へ 散 って ゆ き ま し た。

そ れ か らは，弟 が う ま く追 うよ うに み ま もる だ け で した 。ジ ・

ヤ ン も， 約 ３０匹 の羊 をぶ じに もど らせ る こ とが で き ま した 。

フ ラ ンソ ワ は，す ば や く羊 を数 え ま した 。リー ダ ー の羊 を ま

ぜ て １２匹 が ，’泥 沼 には ま って もが い て い るの で す。 フ ラン ソ

ワ は， 心 を 落 ちつ け よ う と しま した。 羊 飼 は信 頼 され て い ま

す 。 で す か ら羊 を １匹 も失 って は な らな い の です 。 で も一 体

彼 にな にが で き る とい うの で し ょ う。 そ の時 ，フ ラ ン ソ ワは，

ま だ 竹 馬 を は い た ま ま で い る こ とに気 が つ き ま した。

そ の お か げ で， 彼 は沼 の中 に入 って 行 って 羊 を １匹 ず っ運

び 出 す こ とが で き た の で した。

「ジ ャ ン
。 残 りの羊 た ちを 松 林 まで つ れ て い くん だ 。」

「で も他 の羊 た ち は ど う な る の ？
」 ジ ャ ンの 声 は こわ さの あ

ま りふ るえ て い ま した。 危 険 に さ らされ て 羊 た ちが お び え て

い る お そ ろ しい光 景 を み て ジ ャ ンの優 しい心 は い た ん だ の で

した。

「ぼ 丸 の い う とお り にす るん だ よ
」 とフ ラ ンソ ワ は言 い， す

ば や くふ りか え る と沼 の 中 に少 しず つ入 って い き ま した。 歩

くた び に竹 馬 は泥 の 中 に深 く沈 ん で い き ます 。 で もフ ラ ン ソ

ワは竹 馬 の上 で安 全 で した。 や っ と リー ダ ー の羊 にた ど りつ

い て， 羊 を泥 か らひ き あ げ よ うと した時 ， 竹 馬 が じゃ まで 羊

を押 え る こ とが で き な い こ とに気 が つ き ま し た。 それ で竹 馬

をぬ ぐ こと に しま した 。彼 はか が ん で ふ くらは ぎ に しば りつ

けて あ る ひ もを ほ ど こ うと して まず頭 を 泥 の 中 に 入 れ ，左 の

竹 馬 を泥 の 中 にす べ り こま せ ま した。 気 ちが い の よ うに彼 は

．顔 か ら泥 を ふ りは らい， ひ もを ぐい とほ ど き ま した。 ほ ど い

た竹 馬 を泥 の上 に な らべ て 立 って み る と， 泥 の深 さ は た っ た
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、

ダヤの法廷はナザ レのイエスに，神を冒漬 した者としユ

て有罪を宣告 した。 しか しイエスはこの罪で十字架に

かけられたのではなかった。十字架のはりつけはユダヤので

はなく， ローマの処刑方法だったか らである。イエスは反乱

罪に問われて，ローマの裁判官のもとへ連れて行かれた。 し

か しイエスは無罪を宣告されたのである。それでは，なぜイ

エスは十字架にかけられたのだろうか。それは，それまで ３

度もイエスに無罪の宣告をしてきたローマの総督が，卑劣に

も祭司長たちに扇動された暴徒の叫びに耳を貸 したからであ

る。イエスは，ユダヤの民にけしかけられたローマ人によっ

て殺害されたのである。

裁 き の イ エ ス

ダ リ ン Ｈ． オ ー ク ス ＊

暗殺の計画

ユダヤの指導者たちは法律に背いてまでもイエスを捕えて ．

裁いた。学者たちはイエスの有害行為を１２以上にもわたって

あげている。そのうちのいくつかを以下にあげる。イエスは

夜間に拘引された。イエスは裁判を受ける前にたった一人の

裁判官によって尋問を受けた。ユダヤの参議院は夜間にイエ

スの裁判をした。さらにある時は禁 じられている祭の日に裁

判をした。裁判が開かれてその日のうちに判決が下された。

それも被告の自供だけに基いていた。

これ ら違反行為はすなわち，ユダヤの指導者たちがイエス

の処刑を非常に急いでいたことを物語 っている。なぜ敵はイ

エスを日中に捕えなかったのか。またどうして参議院は必要

な裁判がユダヤの祝日にかからないように日にちに余裕を持

たせなかったのだろうか。イエスを捕えた人々は，なぜ大祭

司の前で，イエスを不法な手段で個人的に尋問したのか。そ

して，ユダに銀貨を支払 って主を裏切 らせた陰謀者たちは，・

イエスに罪をきせるためになぜ偽証者を用意 しなかったのだ

ろうか。イエスが捕えられてから裁かれるまでの経過を見る

と，最初の策略が失敗 したため，陰謀者たちが後か らあわて

て計画を立てなおしたように思える。

ユダヤの指導者たちは，度々イエスの言葉 じりをとらえて

落 し入れようとしたが失敗に終っているため，公式の裁判で

イエスと対決することをためらったに違いない。そして，イ

エスを死刑に処するだけの罪を立証す るのがむずか しいこと

を知っていたのであろう。その結果，三福音書に記されてい

るように，祭司長たちや律法学者たちは，策略をもってイエ

スを捕えたうえ，なんとか して殺そうと計ったのである。．

（マタイ２６：４，マルコ１４：１，ルカ２２：２参照）そこに記

されていることは，捕えて裁判にかけるという策略ではなく，

暗殺の計画であった。もし正式な役人が日中にイエスを捕え

ていたとしたら，恐 らくイエスを見つけて確認するためにユ

ダを使 う必要はなかったであろう。

＊ 現在 シカゴ大学の法学教授であ るダ リン Ｈ．オー クスはブ リ

ガ ム ・ヤ ング大学で文学士を受けた後，１９５７年に 受カゴ大学 の

法学博士号を受 けてい る。 ４冊の著書を持 ち数々の記事 を書 く

かたわ ら， シカゴ大学法律評論の編集 長をつ と め て 来 た。曲

在，法律関係の雑誌の編 集委員で もある。 夫人 と５人の子供 と

共 に， （イ リノイ州） シカゴ ・サ ウス ・ステーキ部 ，ユニバー

シティ ・ワー ド部に所属 してい る。 長年ステーキ部伝道部 長を

つ とめて きたが，現在は第一副ステーキ部 長の職 にある。

夜の法廷

しか し， そ の夜 「剣 と棒 とを 持 って つ い て来 た大 ぜ い の群

衆 」 を 率 い た ユ ダ が や って 来 て ，市 外 の さび しい所 に い た イ

エ スを襲 った ので あ る。 （マ タイ２６：４７， マ ル コ１４：４３参 照 ）

殺 す こ とが 彼 らの 目的 で あ れ ば ， ど う して イ エ ス を縛 って ア

ン ナ ス の と こ ろへ 引 き連 れ て行 った の で あ ろ うか。 恐 ら く，

暗 殺 す る には ， あ ま り に も多 くの 目撃 者 が い す ぎ た の で あ ろ

う。 あ るい は ，剣 で耳 を切 られ た こ とに よ り大 祭 司 の し もべ

が 暴 徒 の 一 人 で あ った こ とが わ か った た め， 大 祭 司 に罪 が か

か る こ とを恐 れ た暴 徒 は暗 殺計 画 を あ き らめ な けれ ば な らな

か った の か も知 れ な い 。 ど ち らに して も， 最 初 にイ エ スが 連

れ て 行 か れ た の は，か って 大 祭 司 で あ り，当時 もユ ダ ヤ の政 界

で か な りの地 位 を 占 め て い た ア ンナ ス の と ころ で あ っ た。 ど

ん な 裁判 手続 を も って して も，こ の夜 の 出 来 事 を 弁 明 した り，

正 当 化 す る こ とは で きな い。 計 画 が失 敗 に終 っ た の で， お び

え た しもべ た ちは新 しい指 図 を求 め な けれ ば な らなか っ た。

そ の た め に と った行 動 と して な ら， 説 明 が つ くで あ ろ う。 イ

エ ス は彼 らの な す が ま ま に従 っ た よ うに見 え る。 しか し， イ

エス は民 衆 の 指 導 者 で あ り，興 奮 した ガ リ ラヤ人 た ちが イ エ

スを 連 れ 去 った人 々 を 知 って い る とい う こ とで， 彼 らは イ エ

ス を 注 意 して 扱 わ な け れ ば な らな か った。

周
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参議院において特別に夜の会議が開かれ，イエスは裁判官

たちの前 に引き出された。祭司長たちはイエスに不利な証言

をする証人を探 したが，どこにもいなかった。偽 りの証言を

する者もいたが，その証言は事実関係において矛盾 しており，

ユダヤの法律では認められなかった。イエスはその証言の間

黙って立 っていた。それはイエスに与えられた権 利 で あ っ

た。裁判に先立って被告が告訴理由を聞き，罪状を認めるか

あるいは認めないといった英米の習慣と違って，ユダヤの法

律では完全な黙秘権が与えられていた。そして，被告に不利

な証言がなされないうちは正式な告発とはな らなかった。 こ

のように間に合わせで計画された裁判では，イエスに不利な

証言を持ち出す ことは無理であった。そして彼らの証言には

あいまいな点が多かった。律法学者の中にはイエスに反乱罪

を唱えたり，にせ予言者あるいは神を冒漬する者と言 う者も

あった。

ついに，黙秘権を守 る厳粛な規則を無視 して，大祭司はも

ったいぶ った態度でイエスに，神の御子であるかどうか答え

るように命令 した。イエスは 「わたしがそれである」と答え

た。すると大祭司は大げさにその衣を引き裂いて言った。

「どうして， これ以上，証人の必要があろう。あなたがたは

このけが し言を聞いた。あなたがたの意見はどうか。」（マル

コ１４：６３，６４）法廷は満場一致をもってイエスに死刑の宣告

を した。 も

イ エ ス は 自 ら進 ん で真 実 の答 え を した こ とに よ り， 敵 に有

罪 の宣 告 を す る手段 を与 え た の で あ っ た。 イ エ ス の命 は， だ

れ か が そ れ を取 り去 るの で は な く， 御 自身 か ら捨 て るの で あ

る。 そ れ は 裁 判 に つ い て も言 え る こ とで あ った。 イ エ ス御 自

身 が 話 す 気 にな らな い 限 り， どん な に 不法 な手 段 を とっ て も

イ エス の 罪 を宣 告 す る こ とは で き な か った で あ ろ う。

イ エ ス が 普 通 の人 間 で あ った ら， 判 決 は法 律 的 に正 しか っ

た と言 え るで あ ろ う。 そ れ は ，神 聖 な 力 を汚 しあ る い は侵 害

す る言 動 が 神 を 冒漬 す る こ とで あ り， 死 刑 に値 す る罪 だ っ た

か らで あ る。 しか しイ エ ス は普 通 の人 間 で は なか っ た。

「神 の 属性 と権 能 を 口 に して も
， 恐 ろ しい漬 神 罪 に は な り得

な い唯 一 の人 が ，神 を 冒漬 す る者 と して ユ ダ ヤ の裁 判 官 の前

に 立 って お られ た 。」１

ポ ン テ ィ オ ・ ピ ラ ト

昼 に な ６ て， 参 議 院 は再 び 会 議 を開 いて 判 決 を 確 認 した。

そ れか ら彼 らは イ エ ス を縛 っ て， ロー マ の行 政 長 官 あ る い は

ユ ダ ヤ の統 治 者 と して イ エ ス の死 刑 を 命 ず る権 限 を 持 つ 唯 一

の入 ， ポ ンテ ィオ ・ピ ラ トの もとへ連 れ て い っ た 。２

最 初 に祭 司 長 た ち は， ユ ダ ヤ の法 廷 で有 罪 判 決 が 下 され た

とい う理 由 だ け で， ピラ トに イ エ スの 死 刑 を 宣 告 させ よ うと

した。 ピ ラ トは これ を こ とわ った 。 こ う して ， 告発 者 た ちは

裁 判 を や りなお さな けれ ば な らな か った 。 ・ｆス ラエ ル の 神 を

冒漬 して も ロ ー マの 法 廷 で は 罪 に な らな か った の で， 彼 らは

新 しい 罪 状 を作 らな け れ ば な らな か った。 そ こで彼 らは， イ

ェス が 徴税 を妨 害 し，民 衆 を扇 動 して 自 らを王 と呼 ばせ た と

して， 反 乱 罪 の か どで死 刑 の宣 告 を した。 告発 者 た ち の証 言

を 聞 き， そ して 「わ た しの 国 は この世 の もの で は な い」 とい

うイ エ ス御 自身 の説 明 を 聞 く と， ピ ラ トは次 の よ うに判 決 を

下 した 。 「わ た しは この人 に な ん の罪 もみ とあ な い 。」 （ル カ

２３：４） 祭 司 長 た ち は再 び激 し く・イエ スを 非 難 し始 め た。 思

い あ ま った ピ ラ トは， 責 任 を逃 れ るよ い機 会 と見 て ， ち ょ う

どそ の 頃過 越 の祭 の た め に エ ル サ レム に い た ガ リラ ヤ の領 主

ヘ ロデ の も とへ ， ガ リ ラヤ の 囚人 イ エ スを 送 りと ど け た。 し

か し， 何 も言 わ ず威 厳 を もっ て立 って い る イ エ スを 裁 く根 拠

が 見 あ た らな い の で， ヘ ロデ は イ エ ス を ピ ラ トの も とへ 送 り

返 した。 、、

ロー マ の判 事 に 勇気 と確 固 た る態 度 が あ っ た ら， 無 罪 を宣

告 した人 を放 免 レた で あ ろ う。 しか し ピ ラ トに は勇 気 も確 固

た る態 度 もな か った。 彼 は 自分 の周 囲 に争 いが 起 こる の を非

常 に気 に して， こん な 小 さい所 で も革 命 が 始 ま る の で は な い

か と恐 れ て い た。 しか も彼 の地 位 は不 安 定 な もの で あ っ た。

ピ ラ トは ， 年老 い た テ ィベ リウス ・カ・ｆザ ル が カプ リへ 退 い

た 後 ， ロ ー マ帝 国 を委 ね られ た執 政 官 セ ジ ャー ヌ ス に よ って

この職 に任 命 され て い た。 しか しテ ィベ リウ ス は そ の頃 ロー

マ に 戻 って来 て ， セ ジ ャー ヌス とそ の官 僚 た ち を捕 えて 死 刑

に した の だ った 。上 司 の失 脚 と死 刑 に あ っ て， ピ ラ トの ロー
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マ にお け る地 位 は あ や う くな っ て い た。 そ こで ピラ トは， 彼

の地 位 を狙 う ロー マ の 陰謀 に対 抗 す る た め， ユ ダ ヤ の指 導 者

た ち の支 持 と協 力 を受 け る必 要 が あ っ た。 ピ ラ トに は， 民 衆

の不 満 を 鎮 め る力 が なか っ た。 ま た， 自分 が エル サ レムに 対

して と って 来 た高 慢 な態 度 に よ って ， 有 力 なユ ダ ヤの指 導 者

た ちが 直 接 ロ ー マに反 抗 した た め に皇 帝 か ら叱責 を受 け た こ

と も あ っ た。 ピ ラ トは い つ にな く祭 司長 た ちの この す る ど く

巧 み な言 葉 に の って しま った の で あ る。 「も し この人 を許 し

た な ら， あ な た は カ・イザ ル の味 方 で は あ りませ ん 。」 （ヨハ ネ

士９：１２）

「十 字 架 につ け よ」

あ とは よ く知 られ て い る通 りで あ る。 イ エ ス の無 罪 を知 り

なが ら，完 全 に放 免 す る こ とを恐 れ た ピ ラ トは， 当時 習 慣 に

よ って過 越 の祭 に放 免 す る こ とに な って い た囚 人 に， 群 衆 が

イ エ ス を指 名 す る の を待 って い た。 しか し祭 司 長 た ち は陰 謀

を計 り， 群 衆 を 「扇 動 」 あ るい は 「説 き伏 せ て 」， も う 一 人

の囚 人 バ ラバ を選 ばせ た。 （マ タイ ２７：２０， マル コ１５：１１）

イ エ スを ど う した らよい か ， と ピ ラ トは 群 衆 に尋 ね た 。 何度

も群 衆 は 繰 り返 した 。

「『十 字 架 に つ け よ』 ピラ トは言 っ た
。 『あ の人 は，い った い，

どん な 悪 事 を した の か』。 す る と， 彼 らは一 そ う激 し く 叫 ん

で ， 『十 字 架 につ け よ」 と言 った 。 そ れ で ， ピ ラ トは群 衆 を

満 足 させ よ うと思 って ， バ ラバ を ゆ る して や り， イ エス を む

ち打 っ た の ち， 十 字 架 につ け るた め に引 きわ た した 。」 （マル

コ１５：１３～ １５） しか し， ピ ラ トは祭 司 長 た ち と群 衆 の前 で手

を 洗 って 再 び言 った 。 「わ た しは ，彼 に は な ん の罪 も見 い 出

せ ない 。」 （マタ イ２７：２４， ヨハ ネ １９：６参 照 ）

事 態 は祭 司長 や長 老 た ちに扇 動 され た群 衆 の思 う通 りに な

った。 カナ ダ の著 名 な法 律 家 は述 べ て い る。 「法 律 史 の ど こ

を探 して も， 正 当 な権 限 を もつ 法 廷 に よ って無 罪 「と宣 告 され ．

た囚 人 が ， そ の無 罪 を 宣 告 した 判 事 に よ って死 刑 に され た例

を他 に見 つ け る こと はむ ず か しい 。」３

１， ジ ェ ー ムス ・Ｅ ・タ ル メー ジ著 「キ リス ト ・イ エ ス」

Ｐ．５０９

２， 一 説 に よ る と， ユ ダ ヤ の指 導 者 た ち は， 神 を 冒 漬 す る と

い うよ うな宗 教 的 な罪 に対 して ， （右 を 投 げ て） 囚 人 を

殺 す 権 力 を 持 って い た。 彼 らは ，民 衆 の指 導 者 を死 刑 に

す る時 だ け は ロ ーマ 帝 国 に 責任 が行 く よ うに， ロー マ式

の 処 刑 方 法 を と った とい う。 しか し， 大 方 の意 見 は聖 書

の とお りで あ る。 ヨハ ネ１８：３１を参 照 の こ と。

３， ジ ェー ム ス Ｃ ・マ クル ア ー著 「裁 き の イ エ ス」

Ｔｈｅ ＴｒｉａｌｏｆＪｅｓｕｓ，１９６４年 版

オ ン タ リオ最 高 裁 判 所 々 長 であ る著 者 は ， ユ ダ ヤ の指 導

者 た ちが イ エ スを 拘 引 す る よ りはむ しろ暗 殺 しよ う と し

て い た と い う意 見 を 持 って い る。

懇こ絶 妨
＼ノ ♂

ベノ 曳、

刃
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顎

１９７０

じめに神は天と地とを創造された。神は光をやみか らは

分けられた。神は水を一つ所に集め，かわいた地を現

れさせたもうた。神は青草 と種をもつ草と実を結ぶ果樹とを

はえさせ られた。神は二つの大きな光を造 り，星 を 造 られ

た。神はすべての動 く生き物を創造された。 「神が造ったす

べての物を見 られたところ，それは，はなはだ良かった。…

・・コ （創世記第一章参照）

はじめというのはいつも何か興奮をおぼえ，多少の恐れを

感 じるものですが，反面期待 と驚きと喜びに満ちているもの

です。そして，私たちはここに新 しい時１９７０年代を迎えまし

た。 どうしたらこの７０年代を 「はなはだ良 く」することがで

きるでしょうか。

創造に関 して聖典か ら三つの聖句を引用 し，それらを，私

は７０年代を輝か しいものとするための秘訣の要素 としたいと

思います。

要素その一 ：目的 主が述べ られているように創造をはじ

めるにあたって， 目的がありました。すなわち 「人に不死不

滅 と永遠の生命とをもたらす」 （モーセ １：３９）ことです。

この目的は変えられることがありませんで した。神の創造に

は，非常な正確さを備え，細部にわたる配慮がなされ，また

元素を精選 し，創造者を訓練する計画がありました。宇宙に

、は秩序があったのです。

トーマス ・カーライルはこう言っています。 「非常に年若

い者か愚かな者を除いて，人は明確な目的を心に抱かず して

生きることはできない」。私たちは 天地が 創造された際の，

偉大な永遠の目的と同 じような目的を，私たちは行動や思い

のうちに持とうではありませんか。綿密な計画を立て，目的

を達成するための最も良い方法を考え，計画を実行に移 し目

的を達成するために必要なことは何でも全力を尽す，そのよ

うな目標を立てようではありませんか。 このことをはじめに

行なってください。

秘訣の要素 その２：日常生活に喜び，歌，ほほえみ，善

意をもとう。
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年 代 の 秘 訣
マ ー ベ ル ジ ョー ンズ ガ ボ ッ ト

主 はつ む じ風 の 中 か らヨ ブ に話 しか け て ，創 造 の は じめ に

つ い て 暗 示 して お られ ます 。

「わ た しが 地 の基 を す え た 時
， ど こに い た か。 … … か の時 に

明 け の星 は相 共 に歌 い ， 神 の子 た ち は み な喜 び 呼 ば わ っ た」

（ヨ ブ３８：４， ７）

ヨ ブ も き っ と私 た ち と同 じよ うに答 え た こ と で し ょ う。 私

た ち は そ こに い て， 神 が 作 りた も うた地 球 と私 た ちが 地 球 を

訪 れ る計 画 とを受 け入 れ ， 共 に歌 い ま した。 創 造 の 時 ，私 た

ち は地 球 に来 る こと の で き る機 会 を得 て ， 喜 び の声 を あ げ ま

した。 です か ら， 私 た ち は喜 びを 持 って生 活 しよ うで は あ り

ませ んか 。

も し， 私 た ちが 子 や 孫 に祝 福 を 与 え る こ とが で き る と した

ら， それ は元 気 はつ らつ とす る こ と以 外 に な い で し ょ う。 ・イ

エ ス は たび たび 弟 子 達 に， 「元 気 を 出 しな さい」 （欽定 訳

ヨ ハ ネ１６：３３） と言 って お られ ま した。 これ は， わ ずか な こ

とで あ き らめ な い で ，信 仰 と勇気 を持 ち な さい とい う こ とで

す 。 肩 を組 み， 頭 を上 げ て進 み な さい とい う意 味 で あ り， イ

エ ス ・キ リス トの福 音 の光 を輝 か し， 私 た ちを と りま く人 々

に ， 関心 を示 しな さい とい う意 味 です 。

ま た， 私 た ちが 生 きて い る こと に， そ して ７０年 代 の １０年間

も生 活 した い と望 ん で い る こ と に喜 び の声 を あ げ る とい う意

味 です 。 人 生 は ロール ス ロイ ス や ミン クの ス トール によ って

生 き る の で は な く霊 に よ って 生 き る とい う意 味 で す。 「元 気

を 出 しな さ い」 とい う言 葉 は ，喜 ん で 与 え る賞 賛 の言 葉 の 中

に，そ して お の ず と感 じ理 解 され る もの言 わぬ た め息 の中 に，

歓 喜 と笑 い の中 に， 奉 仕 と愛 と信 仰 の 中 に ，生 ま れ ます 。

マ ッケイ 大 管 長 は こ う言 って い ま す 。 「だ れ に も， 世 のす

べ て の 人 々 に影 響 を与 え て い る雰 囲気 とか ， 輝 きが あ る もの

だ 」 元 気 は つ らつ と して い る こ とを， 私 た ち の雰 囲 気 に しよ

うで は あ りま せ ん か。 そ して， 霊 が喜 び の声 を あげ る よ うに

しよ うで は あ りませ んか 。

要 素 そ の三 ：イ エ ス ・キ リス トと イ エ ス ・キ リス トの認

め た も うす べ て の㌔ の を， 私 た ち の生 活 の 一 部 に しよ う。

ヨハネはこう言っています。 「初めに言があった。言は神

と共にあ６た。そして言は肉体となり，わたしたちのうちに

宿った」 （ヨハネ第一章参照）

言葉すなわち神の御子は，天地創造のはじめにいたまい，

私たちと共に叫び歌い，肉体を持って この地上に住みたまい，

そして死すべき体より得られる喜びを得，人間としての悲 し

みを味わい，私たちのために死にたまいました。イエス ・キ

リス トゆえにはじあがあったか らです。

偉大な犠牲により，主は私たちに悔い改めの賜を与えられ

ました。 この賜がなかったら，創造のはじめも意味をな しま

せん。すべてはじめは，古きを変え，すでにな した事柄に執

着せず，キリス トのきよあの賜を受け入れるところに始ま り

ます。

「この言 に命 が あ っ た
。 そ して この 命 は人 の光 で あ った 。」

（ヨ ハ ネ １ ：４） 私 た ちは キ リス トを も っ とよ く知 らな くて

はな りま せ ん 。 キ リス トが 私 た ちの た め に な した も うた こ と

を 知 り， この 偉 大 な 方 を受 け 入 れ な くて は な りま せ ん。 世 相

の動 揺 した７０年 代 にあ って，私 た ち は主 の道 を 自分 の 道 と し，

主 の 模範 に従 い ，乱 れ た 日々 に あ っ て， 主 の教 え を道 徳 の基

準 と しよ うで は あ りま せ ん か。 この １０年 間 はす ば ら しい 冒険

の毎 日に な る こ とで し ょ う。 イ エ ス ・キ リス トを 知 り， 主 の

前 に あ っ て心 を な ご ませ る １０年 間 です 。

不 可 能 です か 。 いや ， や って み ま し ょ う。

そ の秘 訣 は

１ よ く検 討 され た 目的 と計 画

２ 元 気 を 出 し， 喜 び に あふ れ ，歌 を歌 う

３ イ エス ・キ リス トの 光 と絶 え ず 共 にあ る。

レ

これ らの 秘 訣 を 実 行 した 後 ， 一 日， 一年 ，十 年 を ふ りか え

って ， 私 た ち の作 った す べ て の もの を 見 ， 「そ れ は， は な は

だ よか っ た」 と言 え た ら， どん な に す ば らい し こ とで し ょ う

か 。
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計は移 りゆく時のしるしであり，私たちの生活が巡 る
時

舞台の象微です。祈 りはいついかなる状況にあろうと

も，天父と話 したいと思 う時にすべきです。私たちを祈 りに

かりたてる時を以下にあげてみましょう。

１。導きを求める祈り

これは，人生で個人の決断を下すたδ６に霊感を求める祈 り

です。これにはもちろん，契約の締結，職業の選択，家の購

入，仕事上の問題等，この世的な事柄 も含まれます。私たち

はこの祈 りをする前に，予備知識を得，関係のある資料を集

め，証拠を検討 し，英知を用い，進取的な態度をとり，その

後で聖霊に尋ね求めるべきです。

２．交わりを求める祈 り

この種の祈 りは，神との静かな話 し合いです。私たちは仕

事や学校へ行 く途中でも，家事を している時でも，庭で雑草

を抜いている時でも，神に対 して心を開きたいと思っている

で しょう。神 との個入的な会話は，考えや喜びを共にしたり
り

悲 しみや痛みを打ち明けて楽にすることだと思われます。こ

の祈りは，人生のあらゆる面について適用されます。

３．緊急に必要な場合の祈り

この祈りはそうたびたびありません。それは，私たちが主

の導き，指示，助け，愛，理解を必死になって求めるような

非常時の場合です。私たちに真にへりくだって心を開き神に

近ずきます。霊か震え，祈 る時に心が苦 もんや恐れにおのの

く場合があります。

４．許 しを求める祈 り

このような嘆願の祈 りは，普通だれかを攻撃 したり，戒め

を破ったりしたことを認め，深い悲 しみを味わった後にしま

１
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す。後悔の涙，良心の呵責，起 こったことを償いたいという

気持が伴 うものです。私たちは隔たりをなくし，再び正 しい

道に帰ることができるよう許 しと主の慰めのみたまを求めて

神に手をさしだ します。

５．守りを求める祈り

これは，旅行に出かける前，兵役，長い旅，伝道，学業の

たあ家を離れる等の理由で愛する人を送 り出す前，また家族

がしばらくの間別れ別れに暮す時にする祈 りです。知恵を使

って正 しい判断を下 し，注意を怠 らず，安全を心がける・こと

ができるように，事故や災難か ら守られるように，と祈りま

す。

６．感謝の祈り

私たちは，受けた祝福，安全に旅を終えたこと，’病気の子

供がいやされたこと，生命そのものが与えられていることに

感謝 して祈 りを捧げます。この祈 りは，天父の力が私たちの

生活の内にあることへの感謝です。

７．愛する人のための祈り

両ｉ親が子供・に対 して，夫婦がお互いに，子供が両親に対 し

てというように，愛 している人や心配 している人が苦痛や苦

悩を味わっていたり，孤独や人生の危機にある時に，私たち

は気炉かりに思うものです。．そρような時，私たちは祈 りま

す。その祈りはおもいやりに由来す るものです。

８．食事の祈り

これ嬬 私たちのため に作 られた食事を神が祝福 したもう

ように願 う毎 日の祈 りです。 この祈 りで地の恵みをたたえ，

天父が私たちの栄養のために造 りたもうたすべての物に感謝

します。 竜

９，家族の祈り

これは家族がそろって祈る特別な祈 りです。 この祈りは家

族 に一致をもたらすだけでなく，子供たちに天父と話す方法

すなわち祈 りの形 と．態度を教えます。 一．

１０．慈愛に満ちた祈 り

これは， 自分 と直接関係がなくとも神の助けを必要として
』
いる人々のために捧げる祈 りです。ためらわず こめ祈 りをす

るとすれば，．私たちと恐 らくは関係のない入や個人的に心配

していない人のたら６に，・キリス トの愛と関心を表わす最高の

形です。 こういう人々は，私 たちと同 じ町内，同 じ市あるい

は遠 く離れた所にいるか も知れません。．とても知り合いにな

れ るような人でないか も知れませんし，全然知 らない人かも

知れません。けれども，’たとえその人がだれであっても，私

たちはその人に助けと祝福が必要なことを知っており，そ’の

人のために祈るのです。 一

１１．健康を願う祈り

これは，事故にあった り，健康を損ねた時に捧げる祈 りで

す。病いがいやされ，早 く健康が回復するように天父に祈 り

求めます。神権者の祈 りと灌油を受けるかも知れません。い

つ も， 「み こころのままにな りますように」 という言葉で終

、ります。

１２．教会での祈り ｛

この祈 りば，会衆またはクラスを代表 して一人の人が，神

を礼拝 し，神について学ぶ特権にあずかれたことを感謝 し，

集会の間みたまが共にあるよう祈 り求めます。

｝

１１２
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ひ ざが し らの と こ ろま で しか な い こ とに気 が つ き ま し た。 フ

ラ ン ソ ワ に と って は ひ ざ頭 の深 さ で あ って も， もが いて い る

羊 に と って は大 変 な こ とで した 。

「フ ラ ン ソ ワ
．／フ ラ ン ソワ ．／手 つ だ お うか。 残 りの羊 は だい

じ ょうぶ だ よ 。」 ジ ャン は 泥 沼 の ふ ち に立 って い ま した。彼

はま だ 竹 馬 を は い て い ま した。 突 然 ， フ ラン ソ ワ に あ る考 え

が うか び ま した 。

，｝「竹 馬 を ぬ い で ， ぼ くの竹 馬 を もって ／」 フ ラ ン ソ ワ は弟 に

そ うよ び か け ， か が ん で 二枚 の板 を な げ ま した。 「さ あ， タ
．

つ の竹 馬 を い っ し ょに しば っ て。 い い か い， ぼ くが 泥 にお い

た よ うに す るん だ。 二人 で い か だ をつ くって ， ぼ くが そ の上

に 羊 を お しあ げ る か らね 。」

フ ラ ン ソワ が い か だ の上 に のせ よ うと して リーダ ー の羊 を

つ か ま え た 時， 羊 は な きわ め いて あ ばれ ま した。 で もい った

ん 泥 か らひ きあ げ られ る と羊 は そ れが 安 全 で あ る ことが わか

った らし く， 橋 を わ た るよ うに い か だ を走 って わ た り ま し

たσ．

「よか った 」 ジ ャ ンが い い ま した
。 「ご らん よ， 他 の羊 た

ちが 来 だが らて い る。 さあ い そ い で ！来 た羊 を ぼ くが つか ま

え る よ 。」

．や
っ と全 部 の羊 が 渡 りお え ま した 。

さ い ご に フ ラ ン ソ ワが 泥 沼 か ら上 って きた時 ，手 は氷 の よ

うに冷 え， 泥 まみ れ にな って い ま した 。今 ま で に彼 は こん な

に疲 れ 準 と思 っ牟 こ と はあ りま せ ん で
，した 。 け れ ど羊 は み な

無 事 だ っ たの で す 。

二 人 が 土 手 の 草原 に こ しを お ろ して竹 馬 を きれ い に して い

た時 ， お と う さん とジ ヤ ッ クお じ さん が帰 っ て き ま した。

「い った い
， お まえ た ち は 何 を して た ん だ い 。」 ジ ヤ ッ ク

お じさん が 大 声 で言 い ま した 。

ジ ャ ンが か けよ って い き何 が起 こ った か を説 明 しま した。

ジ ャ ンは 年 下 な の に ，説 明 す る こ とに か け て は， フ ラ ン ソ ワ

よ り も上 手 で した 。

「で も， ぼ くた ちは竹 馬 を 少 し もい た め なか っ た んだ よ，

パパ 」 と ジ ャ ンは い い ま したσ

「見 て
， ぼ くた ち，新 品 の よ うに， き れ い に みが い た よ」

パ パ と ジヤ ッ クお じさん が笑 い ま した。

「た しか に新 品 の よ うに 見 え る ね
」 とジ ヤ ッ クお じさん が い

い ま した。 「で も君 た ち の マ マが ， 泥 だ らけ の君 た ちを 見 る

ま で ， これ は言 え な い ね。 それ に羊 た ち もね 」。 そ うい って
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ジ ヤ ック お じさん は 首 を よ こに ふ りま した。

「それ は
， お まえ た ちの午 後 の仕 事 だ ね」 とパ パ は きび しい

声 で いい ま した が ， そ の 目は か が や いて い ま した。 「良 い羊

飼 が そ うす る よ う に， 自分 を きれ い にす るま え １と， 羊 を きれ

い に して あげ るん だ ろ う ？」

パ パ は ジ ャ ン の頭 を な で て，フ ラ ン ソ ワ の肩 に腕 を お い て，

「お まえ た ちは 不 注意 だ った が
， ち ゃん とそ のつ と あを は た

した のだ 」 と言 い ま した。 「問題 にぶ つ か っ た らま っす ぐに

立 ちむ か い ， 逃 げ た り しな い とい う こ とを， お ま え た ち は こ

う して 一 つ 学 ん だ の だ よ 。」 へ

た いへ ん な 事 が起 こ った とき 二人 の少 年 は羊 か ら逃 げた で

し ょうか ？ フ ラ ン ソワ は決 して そ ん な こと は しませ ん で し

た。 彼 は お 父 さん が言 った こ との意 味 が は っ き りわ か りま せ

ん で した 。 た ぶ ん それ は農 場 に歩 いて 帰 る と き に フ ラ ン ソ ワ

が 心 に感 じた こ との 中 に あ るの か も知 れ ませ ん。 竹 馬 を ， 肩

にか つ い で運 ん で い るの に， なぜ か まだ ， 竹 馬 を は い て い る

よ うな， 何 か 自分 の背 が高 い よ うな気 持 が す る ので した。 心

の 中 に ，生 ま れ て は じめて の あ た たか い 気 持 が広 が って く る

の で した。 なぜ か そ の わ け は知 らな いけ れ ど， た ぶ ん マ マや

ジ ャ ンが 何 度 も味 わ って い る さわ や か で ，心 の 内 で幸 せ を感

じ るほ の ぼ の と した気 持 な ので し ょう。 そ れ は， ほ ん と うに

とて も良 い気 持 で した。
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道 雲 が も くも くと西 南 の 空 に で て きま した。 ず っ と そ入

れ を 見 て い た ラ ッチ ェル は， 遠 くで い な光 りが して ，

低 い雷 の音 が き こえ た と き， お もわ ず身 ぶ る い して しま い ま

した。 そ して ひ と りで い るの が こわ くな りま した。 お ね え さ

んや おか あ さん も家 に い た らき っ と こわ が っ たで し ょ うが ，

それ で もみ ん な とい っ し ょに い るほ うが ず っ とい い と ラ ッチ

ェル は思 いま した 。 み ん な が こん な に何 時 間 も帰 って こな い

とは 思 って もい ま せ ん で した。 自分 もみ ん な とい っ し ょに行

け ば よか った 。本 を読 ん で しま い た いか らと い って ど う して

一人 だ け 家 に の こ
って しま っ た の だ ろ う， そ うラ ッチ ェル は

思 い ま した。

黒 い雲 が どん ど ん流 れ て い くのを しんぱ い そ うに 見 ま も り

なが ら， ラ ッチ ェル はず っ と お と う さん の こ と を 考 え ま し

た。 これ ま で も何 度 か ， なぜ お と う さん は 雷 雨 が くる とい つ

もベ ラン ダ の と ころ にす わ って ， や む まで そ う して い るの だ

ろ う とふ しぎ に思 って い ま した 。 お と う さん は ， と き どき ラ

ッチ ェル や家 の人 を よん で い っ し ょに す わ るよ うに言 い ま し

た。 けれ どラ ッチ ェル は こわ くて 外 に で て い く こ とさ え で き

なか っ た ので す 。 お ね え さん や お か あ さん だ っ て き っ とそ う

だ ろ うと ラ ッチ ェル は 思 って い ま した 。

とつ ぜ ん強 い 風 が ふ い て きて， 木 々 が は げ し くゆれ だ しま

した 。 二 階 の へ や の窓 が バ タ ン とす ごい音 を た て た と き， ラ

ッチ ェル は とび あ が りま した。 大 き な雨 の つぶ が 一 つぶ 落 ち

て き た ち よ う どそ の と き，家 の前 に車 が とま って ， お父 さ ん

が い そ い で 家 の 甫５に か け こん で きま した。 「お ま え の ことが

しんぱ い だ った もの だ か らね。 さあ， こん ば ん最 高 の よび も

のを ， 特 と う席 で見 物 で もす るか 」。 お父 さ ん の この言 葉 を

きい た と き， ラ ッチ ェル は うれ し くて心 臓 が とま る の で は な

い か と思 う ほ どで した 。

ラ ッチ ェル は お 父 さん の あ とに つ い て ベ ラ ンダ に 出 ま し

た 。 お 父 さん は 二 つ の い す を よ せ て す わ り， か た手 で ラ ッチ

ェル の ふ るえ て い る手 を と って し っか りに ぎ りま した。 「な

ん て きれ い な 光 を は な つ ん だ ろ う」 お父 さ ん は しず か に言 い

ま した 。 「天 然 の 花火 だ。 い い か い ， い く ら こわが っ て いて

も雷 雨 は や み や しな い。 そ れ よ り も雷 の もつ うつ く しさや ，

い だ い な 力 を 自分 か らす す ん で知 ろ う とす る ほ うが ず っ と楽

しい し， この ふ しぎ な世 界 に住 ん で い られ る とい う こ と に心

か ら感 謝 す る気 持 さ え お こって くる。 ただ こわ が って い る人

た ち は， そ の 間 に本 当 に多 くの も のを 失 って い るん だ よ」

お父 さ ん の静 か な声 を き き なが ら， ラ ッチ ェル は顔 を あ げ

空 を見 わ た しま した。 い なづ ま はあ とか らあ とか ら光 を は な

ち，雷 の す さま じい音 が つ づ け ざ ま に二 人 の耳 を うち ま した 。

生 まれ て 十 年 ， ラ ッチ ェル はま だ 一 度 も本 当 に雷 を見 た こ と

が なか っ た ので す 。 ラ ッチ ェル は とて も うつ く しい と思 い ま

した。 ’

そ して そ の と き， ラ ッチ ェル は お と う さん に手 を しっか り

に ぎ られ た ま ま ， 自分 は これ か ら一 生 世 界 の美 しい も のを す

す ん で 見 よ う， そ して どん な と きに もゆ うき を もと うと決 心

しま した 。 た とえ そ れ が雷 で あ って も… …。

子 供 の ペ ー ジ １３
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職 業

蔑

の 選 択

ジ ョ ン Ｈ． バ ン デ ン バ ー グ 管理 監督

歴轟灘論灘 謙 穿驚纂黒雰辮欝
家族の建にあらわ紋 おり，魍 囎 （◎ だれにも鰍 よりす ぐれ た点が

、

る。 手 が 器 用 だ とか， 人 づ き あ いが 良業 の 名前 が姓 に な って い る。 ス ミス と

１：灘 灘謙 蒲藩鷺 藍１
１常

に狭 あ られ て い た。 主 と して 職 業 訓 １ 一 の 段階 で あ る。 これ は一 人 で は で き １

練の場は家庭であり，醐 が鱒 に当 １ な暢 合もあ、．そのような場合に，

両親，監督，学校の教師は適格に評価った。 しかしなが ら，・今日私達は文字

通り肝 という鞭 を選択でき、。 詰 ．し，それが参考にな、場合 も多い． ．、
　 　

の よ うに職 種 が多 岐 に わ た って い る こ ！ｌ 次 の 又 ， が ＿ を 、ち， 暑

・鱒 え・て若人を混乱・せ・と・ ＼びを感 じられ・分腿 ぶ ことで あ

もある。若人はこう迷 っているα １る。一 り．の時間塑職場 ですご．

「私・は何にヅ番むいてい るの だ ろ １す。また，職場における働 きとそれを
１．「 『『　

うコ 「大 学 へ 行 こ うか ， そ れ と も職 業 喜 び とす る度 合 が ， 家 庭，態 度 ，そ の他

灘 凝 ∵ 　 る灌灘 重墓膿 制
若人にとって，一生の仕事を何にす １ が個人の進歩にどれぽどテヤヒンジ と １

べ．き か とい う問題 は， 年 少 の時 か ら心 機 会 を与 え るか にヵ堕 〉って い る。・この

を と らえ て い るセ あ ろ う。・この問 題 を ． 点 は， 職 業 牽検 討 す る際 ， 忘 れ て は な
し

考えるにあたり，声 代の鰍 キケロ１Ａ
＿らな匝 ∫ケ ．．一一』』 ．

の言葉を引用 してみよう。それは非常 職業の準備と選択にあたって必要な

１０３

「 蕪 階は・自ら選んだ分野で訓寵 １
受けることである。今日，高校教育以 ！

上の訓練や学習が要求されている。今 ｝

日の労働界はいわば競争の世 界 で あ …

る。より良い訓練を受けた者に，より良

い仕事が保証される。高校以上の教育

とは，必ず しも大学教育のことではな

い。多 くの職業学校があり，職業訓練
一 ． 一．『

＼、を 行 な っ て い る 。

＿＿ 一 爪
最後に大切な点は，喜んで懸命に働

く気持があるかどうかである。生まれ

つきの能力は別にして，一生懸命働か

ないで職を変えると，そのたびに欲求

不満に陥るであろう。主は働 くことに

関 して次のように述べて お られ る。

「今やわれ主は，シオンに住める民を

悦ばず。そは，怠る者その中にあ り，

彼 らの子 らもまた今や次第に悪事に増

長 し，永遠の富を熱心に求めず してそ

の眼は貧欲を以て充さるればなり。か

かることはあるべか らず。故にすべか

らく彼 らの中よりこれを無 くすべきな

り。」（教義 と聖約６８：３１～３２）

ほとんどの場合，若い女性にとって

最大の仕事はすでに決まっている。そ

れは母親になることである。 しか し現

代 にあって，女性は，子供を置いて働き

に出るという意味でなく，緊急の場合

や家族 に悲劇が起 こった時に備えて，

仕事のための特別な訓練を受けたり，

学校に行くことは賢明である。いずれ

にしても女性は，良い主婦 となり，聡

明な母親，妻 になるため勤勉に備えを

なすべきである。

今日我が国で最も必要な人は，教師

や技術者や科学者や政治家ではなく，

良い母親である。

デ ビド ０．マッケイ大管長はこう

述べている。．「世の中で最も気高い召

しは母親という召 しである。本当の母
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親になることはあらゆる芸術のうちで

最も美 しく，最も偉大な仕事である。

名画や名著を世に出 し，何百万 という

人々に影響を与え，賞賛を受けている

母親もいる。 しか し，人類の与え得 る

最大の賛辞は，絵画が色あせ，書物や

彫像が原形をとどめなくなった後 も，

健康で麗わ しい息子や娘を育て，彼 ら

に影響を残す母親に対 して贈 られるべ

きである。」

Ｇ ヲ最後に，成功は自動的にもたらされ
るものでないことを若人は認識 してい

ただきたい。成功は自らそ’の代償を支

払 う者にもたらされるのである。雌

と は， 適 切 な準 備 ， 過 酷 な ま で の つ ら　 　
い労 働 で あ る。 も う一 度 キケ ロの 言 葉

を 引用 し ょ う 「… … どん な機 会 が 巡

って こ よ う と も，全 力 を 尽 して 行な え ．皇

弓 を燈 ウ ばい！こぴ く．よ．うにナ．．全 心 を尽

して … …」

１マー カ ス ・ トリウ ス ・キ ケ ロ

（１０６－ ４３ Ｂ．Ｃ．）

ロー マ の哲 学 者 ， 雄 弁 家 ， 政 治 家 。

心 の
、

の 、 れ あ い

ホ イ ト Ｗ ． ブ ル ー ス タ ｒ ， ＪＬ

１ヨ 近のある地方新聞に，一人の老婦人がホテルの一室 に
取 閉じこもり

，鍵をかけたまま出て こようとしないとい

う記事がのりました。多 くの人々が， この婦人の妙な態度を

不思議に思いました。 しか し真相が明らかにされるにつれ，

人々はこの婦人に対 して，また彼女と同 じような境遇にある

他の多 くの人々に対 して気の毒に思わずにはいられなくなり

ました。

人々が同情 したのはゴ彼女が部屋の明け渡 しを強いられ，

建物のとりこわ しがは じまったということではな く，彼女が

どんな人かまたどこか らやってきたのかを知 っている人がだ

れもいなかったということで した。他の多くの人々と同様，

彼女も何年か前に大都会へ移 ってきたのです。そして彼女は

少 しずつ，個人個人が都会化 された社会の一部 となり個人 と

しての存在を忘れた，互いの名前さえ知 らない無関心な人々

の群 に巻 きこまれていったのでした。行 くべきあてもなく，

めんどうを見てくれる人 もいないまま，彼女は心の安 らぎを

得ようと，自分だけの世界をホテルの一室に求め，そ こに引

き込 もったのでした。 しか し，その世界も間もな く打ち破 ら

れるところとなったのですが。

現代は，手紙を出すにも私書函を用い，個人を証明するも

の もコンピューターのカー ドにパンチされ，隣に住む人 と知

り合わなくとも生活でき，高速道路が目的地への距離を縮め

る一方，人間聞の距離が増々遠のき，家族や友人に頼 らなく

とも生活できるという時代です。 こういう時代ならばなおさ

らのこと，次の聖句は大切な意味を持つようになってきます。
「汝 ら，人の値は神の前 に大いなることを憶えよ。」

（教義 と聖約１８：ユ０）

この聖句は，あなたがた福音を教える者にとって特別な意
ギ．

味を持っています。次のような質問を自問することによって，

その意味がはっきりして くるでしょう。あなたはクラスの入

々をどれだけ大切に思っていますか。 これまで，クラスの人

々に名前 も顔もよく知 らないまま，救いに関する原則のレッ

スンを したことはありませんか。時々欠席する人 々 も含 め

て，クラスの全生徒と個人的な触れ合いがありますか。あな

たはクラスに出席 している生徒一人一人の個性を感 じていま

すか。それとも彼らは，あなたが一週間のうちの数時間をぼ

んや りと関心を寄せている個性のない一団体にすぎないので

しょうか。あなたは クラスの生徒個人個人に価値を認あてい

１０４



るでしょうか。あなたの教え方は心の触れ合いを感 じさせる

ものですか。

イエス ・キリス トの福音が，生徒たちの生活の中で非常に

大切な生きた力を持つようになるものだとすれば，教師は自

分の責任を十分に感 じた上で，教えなければな りません。生

，１徒は，教師が表面上彼 らに関心を示 しているのでもなく，毎

週ただ機械的にレッスンをしているのでもなくて，クラスの

中にあってはもちろんのこと，クラス外での生徒の幸福をも

気づかっているのだと知る時，彼 らの教えを受け入れようと

する気持は何倍にも増すのです。

それでは福音を教える教師は，クラスの生徒個人個人 との

つなが りをより密接にするために何ができるで しょうか。心

の触れ合いを多 くするためにはどうすればよいの で し ょ う

か。教師が以下の提案に従うならば，両者にとってよい結果

が得 られるに違いありません。

１ クラス全員の姓名を覚え，正 しい読み方を しなさい。

人は自分の名前に自分自身の価値を見出 します。だれでも自

分の名前を正 しく読んでもらいたいものです。名前 というも

のは自己の存在を感 じさせ，他の人々も自分の存在を知って

いて くれるのだとい う実感をもたせて くれます。天父は私た

ちに，み名を正 しく用いるようにと言われま した。生徒を呼

ぶのに 「おい，君」とか 「そこの青いワイシャツを着ている

人」などと言 うのは，その人個人の威厳を損 じ，無視 してい

るようなものです。

教師が クラスの生徒の名前，あるいはニックネームを覚え

ようと真心からの努力をする時にはじめて，生徒，教師間の

きずなが深まり，信頼と学習に結びつ くのです。

２ 積極的に生徒の生活環境，趣味，目標などを知るよう

につとめなさい。 クラスの生徒が特に興味を抱いているよう

なことを知 っておくと， レッスンの時に彼 らの実際の生活と

関連づけて教えるのに役立ち，さらに教師と生徒をより強 く

結びつけることにもなります。

これまで非常に効果をあげてきた方法として， クラスの各

人に小さなアンケー ト用紙かカー ドを渡 して記入 して もらう

方法があります。 しか しこの場合は，生徒の生活の個人的な

面までせんさくするようなことがないように，また生徒に強

制的に答えなければならないというような感情をいだかせな

いように十分注意する必要があります。この方法 を 使 う時

は，生徒を もっとよく知るためにやっているということを知

らせなさい。

他に，生徒のホーム ・ティーチャー，神権指導者，友人な

どと話すという方法があります。また，業績，受賞，興味を

抱いている話題など学生生活の一面をとりあげているような

地方新聞，学校新聞の記事につねに目をとめてい、なさい。

１０５

、

そ して個人的 に電話をしたり，訪問 したり，手紙を書いて賞

賛 と喜びの気持を伝えるように しなさい。

３ 出欠を正確に記録 しなさい。欠席 した生徒があれば出

席するように励ま しなさい。 クラスに出席 しなか っ た生 徒

に，電話を したり，家庭訪問をするなどして，欠席 したこと

に対 し心から心配 しているという気持が伝われば，次のレッ

スンからの出席状態はきっと良 くなるでしょう。

たとえ理由があろうとなかろうと，欠席 した生徒にとって

欠席が無視 されることは， 自分はクラスの一員としてたい し

て重要でないという感 じ，すなわち先生は生徒が クラスに出

席 していてもいなくてもそれほど気にかけていないという感

じを抱かせるものです。私たちはみな，必要とされていると

いう感 じを持ちたいものです。あなたはこれまで，欠席 して

も誰からも何 も言 ってもらえない人々が味わう，非常な空虚

感を深 く考えてみたことがありますか。生徒にあなたがいつ

も生徒のことを気にかけているということを知 らせるように

しなさい。

４ あなたが生徒だとして，先生にこのようにしてもらい

たいと思 うような態度で生徒に接 しなさい。あなたよりも年

が若 く，経験 も知識 も少ないだろうか らといって，生徒の意

見を的はずれのものとみなして無視するようであってはな り

ません。生徒が心からのべ る意見は，身体の特徴と同様その

生徒の一部なのです。意見のよしあしにかかわらず，私たち

は彼 らの意見を尊重 しなくてはなりません。

生徒の意見を，ちょうど外科医が非常に難 しい手術にたず

さわる時のように巧みに処理できる教師は，生徒を助ける多

くの機会に恵れることでしょう。 しかしこれ と反対に，生徒

ののべた意見が軽べつされ，批判されあざけられ，あるいは

十分な考慮を払われずに軽々 しく無視 されるなら，教師と生

徒の間にみぞができ，その結果生徒は教師に反感を抱 き，教

師の教えを聞 こうとしなくなるでしょう。

５ クラスの生徒にときどき，彼 らを知 り，教 える機会が

あって感謝 しているということを伝えなさい。ただ しその言．

葉をいう時は，それが真心からのものかどうかホく考える必

要があります。偽 りの感謝の気持をのべても，生徒はす ぐそ

れとわかるでしょう。 もし自分の感情を偽って言 うならば，

彼 らはあなたの他の言葉をも疑 うようになるでしょう。 しか

し，生徒一人一人と良い関係を作 り出すために誠実な努力が

払われれば，生徒 にのべる感謝の言葉は生徒の学習意欲を高

めさせ るものになります。

６ クラスの生徒の気分や要求に敏感でありなさい。たと

えば， クラスの生徒が目を赤 くして，いかにも悲嘆にくれた

様子で教室に入ってきたら，心配している気持を静かに態度

に示 し，助けを与えます。助けたいという謙そんな気持をは



しり書きにした紙切れを，その生徒に手渡せば，きっとうれ

しく思 うことでしょう。そのような生徒がいたらいつでも，

あなたが心配しているという気持を伝えなさい。

この他にも，福音の教師が心の触れ合いを多 くもてるよう

なレッスンの方法を数多くあげることができるでしょうが，

今 ここにあげた６つの提案が手始めとして適当と思 われ ま

す。教師は，自分とクラスの生徒をもっとかたく結びつける

方法にたえず注意を払っていなければな りません。教師とし

て の 責任 を与 え られ た者 が ， そ の責 任 の神 聖 さと 「愚 か な者

の み 人 め 心 を粗 末 にあ つ か う」＊ とい う予 言 者 ジ ョセ フ ・ス

ミス の訓 戒 を 思 い 起 こす な ら，生 徒 を よ り良 く知 るた あ に，

ま た彼 らに ク ラス の中 で 必 要 と され て い る と感 じ させ るた め

に あ らゆ る努 力 を 払 うこ とで し ょう。 こ の よ う に，福 音 を教

え る教 師 に とって ， 心 の触 れ 合 いを もつ とい う こ とが ます ま

す重 要 に な って き て い ます 。

＊ ジ ョセ フ ・ス ミス の教 え （英 文 ） Ｐ １３７

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲
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４ 月 、聖 餐 の 聖 句

大人日曜学校

「しか し事 実 ， キ リス トは 眠 って い る者 の初 穂 と して ，

死 人 の 中 か らよ み が え った の で あ る」

覧 （１コ リ ン ト １５：２０）

子供 日曜学校

「も しあ な たが わ た しを愛 す る な らば
， わ た しの い ま

しめ を 守 るべ き で あ る」

（ヨハ ネ １４：１５）

１Ｃ６



世界の人 々が待ち望んでい全

た７０年万国博がついに開会

されま した。「人類の進歩 と調和」

をテーマに，この万国博は全世界

の注目をあびています。 日本政府

は東洋において初あて企画製作 さ

れたζの国際的大博覧会 に全力を

投入 して働かれま した。史上最大

のこの万国博が開幕されるために

は，あらゆる限 りの努力と莫大な

経費が必要で した。建築家並びに

設計者は非常に奇抜な企画の夢を

抱き，その夢がついに実現されま

した。

そのよ うな偉大 な万 国 博 の 中

に， モルモ ン ・パ ビ リオ ンは愛 と

平和 と真理 の精神 を もって出展 さ

れま した。 この世界 的な人類 の偉

業を背景に して， この地球 の生 け

る創造主， イエス ・キ リス「トと神

が登場 され ることは，その 目的に
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十分か な った ことで あ り，正 しい

こ とで あると確信致 します 。 イエ

ス ・キ リス トの教会 の導 き主であ

るイエス ・キ リス ト御 自身を，展

示を通 して，宣教 師や聖徒 たちに

よ って紹介 しています。 これ らす

べて の人 々は神 と全人類への愛 に

結 ばれて，真理 の探求のため に人

々へ働 きか けね ばな りません。

壁 にかか った絵画や写真，また

彫刻を通 して，私た ちはキ リス ト

の多 くの教 えを人 々の心中 に深 く

印象づ け， また聖霊が私た ちと共

にあ って，人 々が霊的 に満 たされ

深 い感銘 を受 け られ る ことを心 よ

り望 んでいます。私 たちは心 の中

にあ る愛 と真理 と平和 の精神 を も

って福音 を伝 えます 。 この展示 は

キ リス トとその生涯 な らびに天父

な る神がお与 えにな った地上 での

使命を示 しています 。すべての人

々に知 らされ，すべての人 々が従

うに足 る完全な模範 は イエス ・キ

リス トです。 イエス ・キ リス トは

道で あ り，真理で あ り，生 命 で

す。

イエス ・キ リス トな しでは誰一 人

として永遠 の父 なる神 のもとへ帰

る ことがで きません。

入生 の 目的や問題 および種 々の祝

日本中部伝道部のページ

福等；が，パ ビ リオン内の壁 に掛 け

られ た絵画 によ って示 されていま

す。 「人生 の目的」， この偉大な

メ ッセージは これ らの絵画 によ っ

て教 え られ ます。人間 の誕生 と死

は来世 において，人が復活 し不死

不 滅 と永遠 の生命 および幸福 を得

るための偉大 な神 の祝福 として示

されています。 映画 「幸福 を探 し

求 めて（幸福 の探求）」 は，人 の誕

生 ，現 世の生 活，死 および天 の王

国への帰還を描 いた素 晴 しい感 動

の映画です。 この映画 の伝 え るメ

ッセージは，今 まで信 じられてい

た人間 の死が深い悲 しみであ ると

い う観念 を変えて，入 々に希望 と

平安 を与 えることで しょう。モル

モ ン経，予言者 ジ ョセブ ・ス ミス

およびイエス ・ギ リス ト教会 の回

復 については，壁 の絵画 や宣教師

の証によ って伝 え られ ます。 モル

モ ン ・パ ビ リオ ンには心 を休 めて

くれ る雰囲気 があ って，万 国博 の

目ま ぐる しく動 きまわ る観客 に と

って，心のオ アシス とな ることで

しょう。

私 たち宣教師 と聖徒た ちは主の

「モル モ ン ・パ ビリオ ン」におい

て体験す る ことを通 して，あまね

く祝福 を受 けるで しょう。
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